
中
国
の
大
学
院
教
育
と
指
導
教
員
出
資
支
援
制

大
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は
じ
め
に

中
国
の
大
学
院
教
育
に
つ
い
て
、
わ
が
国
で
は
近
年
す
で
に
日
本
語
で
読
め
る
い
く
つ
か
の
先
行
研
究
が
出
て
い
る
。
南
部
広
孝
ら
は

文
革
後
の
大
学
院
教
育
の
発
展
に
つ
い
て
、
二
十
世
紀
末
ま
で
の
制
度
、
入
学
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
卒
業
後
の
進
路
、
学
位
な
ど
、
そ
の

全
体
像
を
把
握
す
る
の
に
ほ
ぼ
十
分
な
情
報
を
提
供
し
た
。
貌
玲
玲
は
華
東
師
範
大
学
教
育
科
学
学
院
、
北
京
大
学
教
育
学
院
の
二
事
例

を
取
り
上
げ
、
教
育
学
に
限
っ
て
で
は
あ
る
が
、
大
学
院
に
お
け
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
構
造
に
つ
い
て
詳
述
し
て
い
る
。
ま
た
、
玉
坤
は

専
門
職
学
位
の
一
つ
で
あ
る
教
育
修
士
に
つ
い
て
、
そ
の
入
学
手
順
、
教
育
課
程
な
ど
取
得
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

博
士
課
程
に
限
定
し
た
も
の
と
し
て
、
萎
星
海
・
阿
投
騰
が
西
部
、
東
部
、
南
部
の
五
大
学
の
在
学
生
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結

果
に
基
づ
き
、
教
育
の
実
態
を
分
析
し
て
い
る
し
、
黄
福
涛
・
李
敏
も
中
華
人
民
共
和
国
建
国
後
の
大
学
院
博
士
課
程
の
成
立
と
発
展
の

過
程
を
概
観
し
た
後
、
上
海
交
通
大
学
、
華
中
科
技
大
学
、
慶
門
大
学
で
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
に
基
づ
き
、
ご
く
近
年
ま
で
の
博
士
課

程
教
育
の
実
態
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

従
っ
て
、
中
国
の
大
学
院
に
関
す
る
検
討
は
、
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
委
細
が
尽
く
さ
れ
て
い
る
か
に
見
え
、
更
な
る
研

究
を
要
し
な
い
よ
う
に
も
思
え
る
。
し
か
し
、
小
論
で
は
、
先
行
研
究
が
実
施
さ
れ
た
時
期
と
の
関
係
で
、
当
該
研
究
以
後
に
起
こ
っ
た

た
め
に
、
未
だ
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
新
た
な
情
況
、
さ
ら
に
研
究
テ
l
マ
と
の
関
係
で
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
事
柄
な
ど
、
い
わ
ば
「
落

ち
穂
拾
い
」
的
な
が
ら
、
さ
ら
に
深
く
掘
り
下
げ
る
に
値
す
る
残
さ
れ
た
諸
問
題
に
注
目
し
て
み
た
い
。
な
か
ん
ず
く
、
最
近
の
大
学
院

教
育
に
お
い
て
剖
目
す
べ
き
問
題
点
に
新
た
な
視
点
か
ら
解
釈
を
加
え
る
も
の
と
し
て
、
大
学
院
課
程
設
置
機
関
の
所
在
地
に
よ
る
地
域

間
格
差
に
注
目
す
る
と
と
も
に
、
改
革
の
一
環
と
し
て
導
入
さ
れ
た
指
導
教
員
出
資
支
援
制
（
原
語
で
は
「
導
師
項
目
支
助
制
」
）
を
重

点
的
に
取
り
上
げ
、
こ
の
措
置
の
も
つ
意
義
と
問
題
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
と
す
る
。
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数
量
的
に
見
た
最
近
の
大
学
院
教
育
の
変
化

上
述
し
た
わ
が
国
で
の
い
く
つ
か
の
先
行
研
究
、
さ
ら
に
は
中
国
国
内
お
よ
び
諸
外
国
で
の
中
国
の
大
学
院
教
育
に
関
す
る
研
究
が
共

通
し
て
言
及
す
る
の
は
、
九
0
年
代
、
と
く
に
そ
の
後
半
以
降
の
驚
異
的
な
規
模
の
拡
大
で
あ
る
。
一
九
九
五
年
、
「
全
国
研
究
生
工
作

会
議
」
が
聞
か
れ
、
当
時
の
国
家
教
育
委
員
会
（
一
九
九
八
年
に
教
育
部
に
改
組
）
の
朱
開
軒
部
長
が
今
後
毎
年
の
入
学
者
数
を
七
%
ず

つ
増
加
す
る
と
発
表
し
た
。
同
年
、
ち
ょ
う
ど
中
国
が
第
八
次
五
か
年
計
画
か
ら
第
九
次
五
か
年
計
画
へ
の
移
行
を
行
っ
て
い
た
時
、
武
漢

で
全
国
大
学
院
工
作
会
議
が
聞
か
れ
た
。
会
議
で
は
当
時
の
改
革
開
放
政
策
に
よ
っ
て
起
こ
っ
た
新
し
い
情
勢
の
下
で
、
大
学
院
教
育
が

直
面
し
て
い
た
新
し
い
情
況
と
問
題
を
分
析
し
、
「
国
内
に
立
脚
し
て
、
適
度
に
発
展
し
、
構
造
を
合
理
化
し
、
相
対
的
に
集
中
さ
せ
、

改
革
を
推
進
し
、
質
を
向
上
さ
せ
る
」
（
原
語
で
「
立
足
囲
内
、
適
度
設
展
、
優
化
結
構
、
相
対
集
中
、
推
進
改
革
、
提
高
質
量
」
の

二
四
文
字
か
ら
な
る
）
と
い
う
活
動
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
た
。
大
学
院
生
の
募
集
数
は
一
九
九
二
年
以
来
、
か
な
り
大
幅
に
増
加
し
た
こ

と
を
踏
ま
え
て
、
さ
ら
に
持
続
的
に
急
速
な
規
模
拡
大
が
図
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
数
年
を
経
た
後
、
七
%
ど
こ
ろ
か
、
コ
一
O
%

以
上
も
増
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
九
九
六
年
か
ら
の
前
年
比
の
増
加
率
は
、
九
六
年
一
六
・
一
%
、
九
七
年
七
・
六
%
、
九
八
年

二
7
0
%
、
九
九
年
二
四
・
六
%
、
二
0
0
0
年
三
九
・
三
%
、
二
O
O
一
年
三
五
・
九
%
、
二
O
O
二
年
二
五
・
一
%
、
二
O
O
コ
一
年

三
一
五
・
七
%
、
二
O
O
四
年
二
三
・
八
%
、
二
O
O
五
年
二
二
・
六
%
、
二
O
O
六
年
一
0
・
一
%
で
あ
っ
た
。
中
国
で
は
学
士
課
程
へ
の
入

学
に
関
し
て
、
一
九
九
九
年
か
ら
二
O
O
一
年
に
か
け
て
の
「
一
二
年
の
大
拡
張
」
（
原
語
は
「
三
年
拡
招
」
）
と
呼
ば
れ
た
の
を
典
型
と
し

て
、
九
0
年
代
末
か
ら
と
く
に
急
激
か
つ
継
続
的
な
入
学
定
員
拡
大
が
見
ら
れ
た
が
、
大
学
院
で
も
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
同
様
の
傾
向
が
認

め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
急
激
な
量
的
拡
大
は
教
育
環
境
が
そ
れ
に
追
い
つ
か
ず
、
質
の
低
下
を
招
く
こ
と
か
ら
、
二
O
O
六
年
以
降
、
質

重
視
の
方
針
が
出
さ
れ
、
二
O
O
七
年
に
は
対
前
年
比
の
増
加
率
は
九
%
ま
で
い
く
ぶ
ん
抑
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
入
学
定
員
の
拡

大
に
つ
い
て
は
賛
否
両
論
が
あ
り
、
学
士
課
程
も
含
め
て
見
直
し
が
図
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
入
学
定
員
の
決
定
と
出
願
方
法
に
つ
い

て
は
、
国
務
院
学
位
委
員
会
が
当
該
年
度
の
大
学
院
教
育
に
関
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
、
各
大
学
・
研
究
機
関
は
お
の
お
の
学
生
募
集
計

pb 



闘
を
策
定
し
て
所
在
省
の
学
位
委
員
会
、
学
生
募
集
委
員
会
あ

る
い
は
省
教
育
庁
・
局
に
申
請
し
、
そ
れ
ら
が
中
央
に
集
め
ら

れ
、
最
終
的
に
教
育
部
が
承
認
を
す
る
。
各
大
学
で
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
学
問
分
野
な
い
し
学
院
等
で
策
定
さ
れ
た
募
集
定
員
案

を
全
学
の
大
学
院
生
募
集
事
務
室
が
調
整
の
上
、
当
該
大
学
と

し
て
の
募
集
数
を
決
定
す
る
。
実
際
問
題
と
し
て
、
後
述
す
る

よ
う
に
、
所
定
の
定
員
を
満
た
せ
な
い
大
学
も
あ
る
。
そ
の
場

合
に
は
適
度
に
大
学
問
で
調
整
が
行
わ
れ
る
。

な
お
、
九
0
年
代
末
か
ら
の
募
集
定
員
の
急
増
に
一
時
は
歯

止
め
が
か
け
ら
れ
、
二
O
O
七
年
か
ら
二
O
O
九
年
の
二
、
三

年
の
聞
は
伸
び
率
が
一
桁
代
に
な
っ
た
が
、
二
O
O
九
年
に
は

再
び
対
前
年
比
で
三
O
%
の
拡
大
募
集
の
方
針
が
打
ち
出
さ
れ

た
。
但
し
、
こ
れ
は
す
で
に
大
学
院
入
試
が
終
わ
っ
た
段
階
で

の
通
知
で
あ
っ
た
し
、
二
O
一
O
年
の
実
際
の
対
前
年
増
加
率

も
一
三
・
七
%
に
留
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
図
1
に
見
ら
れ

る
よ
う
に
修
士
課
程
の
受
験
生
数
は
、
三
O
一
O
年
の
時
点
で

一
四
O
万
人
に
も
の
ぼ
る
。
依
然
と
し
て
尼
大
な
進
学
希
望
者

な
い
し
予
備
軍
が
控
え
て
い
る
の
で
あ
り
、
大
学
院
生
数
の
増

加
傾
向
は
こ
こ
暫
く
留
ま
り
そ
う
に
な
い
。
と
く
に
、
専
門
職

修
士
ぜ
失
業
対
策
の
意
味
も
あ
っ
て
、
い
ま
だ
に
拡
張
路
線
で

＿＿＿.＿ー修士入学生

一晶一修士受験生人
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図1.修士課程受験者・入学者数の変遷
資料出所 2鵬年までの数字は教育部高校学生司編『十五期間研究生招生政策輿実践J

北京師範大学出版社、 2蜘年、 381～捌頁。捌7年については教育部編『中国教育

年鑑2008年版J人民教育出版社、240頁、2（削年については同2（削年版、253頁による。
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あ
る
。
博
士
課
程
へ
の
受
験
者
お
よ
び
入
学
者
に
つ
い
て
も
、
図

2
に
一
不
す
と
お
り
、
同
様
に
二

O
O
六
年
頃
か
ら
は
漸
増
に
留

ま
っ
て
い
る
。

次
に
、
こ
れ
ら
の
大
学
院
生
を
受
け
入
れ
る
機
関
で
あ
る
が
、

中
国
で
は
大
学
の
他
、
中
国
科
学
院
、
中
国
社
会
科
学
院
傘
下
の

研
究
機
関
に
も
大
学
院
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
数
を
見
て
み

る
と
、
図
3
に
一
不
す
よ
う
に
、
年
ご
と
の
変
動
が
激
し
く
、
と
く

に
大
学
に
設
置
さ
れ
る
大
学
院
レ
ベ
ル
の
教
育
機
関
は
一
年
で
最

大
三
八
も
の
増
減
が
あ
る
。
い
っ
た
ん
機
関
と
し
て
の
設
置
認
可

を
受
け
る
と
比
較
的
安
定
し
て
存
続
す
る
わ
が
国
の
大
学
院
な
ど

に
比
べ
る
と
、
減
少
が
見
ら
れ
る
点
は
と
く
に
対
照
的
で
あ
る
。

こ
れ
は
大
学
院
生
を
受
け
入
れ
得
る
か
否
か
が
、
機
関
と
し
て
決

ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
当
該
機
関
に
修
士
あ
る
い
は
博
士
課

程
の
学
生
の
指
導
教
員
と
し
て
正
式
に
認
定
さ
れ
て
い
る
専
門
家

が
い
る
か
ど
う
か
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
。
そ
こ
で
、
例
え

ば
小
規
模
機
関
で
、
博
士
学
生
の
指
導
教
員
の
資
格
を
持
つ
者
が

ご
く
限
ら
れ
て
い
る
場
合
な
ど
、
当
該
者
の
動
静
次
第
で
は
簡
単

に
受
け
入
れ
機
関
と
な
り
う
る
、
あ
る
い
は
な
り
得
な
い
と
い
う

こ
と
が
起
こ
る
か
ら
で
あ
る
。
加
え
て
、
九

0
年
代
に
は
、
全
国

規
模
で
の
高
等
教
育
機
関
の
合
併
が
行
わ
れ
、
中
央
各
省
庁
所
管

人
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0 
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図2.博士課程受験者・入学者の変遷
資料IU所 2006年までの数字は教育部高校学生司編『1五期間研究生招生政策輿実践』北

京師範大学出版社、 2006年、 381～384頁、 2007年については教育部編『中国教

育年鑑2008年版j人民教育出版社、240頁による。 2008年については同2009年版、
253頁による。
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の
大
学
と
地
方
政
府
所
管
の
大
学
の
合
併
や
共
同
建
設
と
呼
ば

れ
た
設
置
形
態
の
変
更
に
よ
り
機
関
数
の
減
少
が
起
こ
っ

た
。
そ
の
際
に
従
来
は
大
学
院
生
を
受
け
入
れ
て
い
た
も
の
の
、

合
併
吸
収
の
対
象
と
な
っ
た
小
規
模
大
学
の
減
少
も
反
映
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
大
学
院
拡
張
政
策
の
下
で
、

基
本
的
に
大
き
な
流
れ
と
し
て
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。

大
学
院
教
育
の
地
域
間
格
差

こ
の
よ
う
に
、
全
国
統
計
な
い
し
総
量
と
し
て
見
た
場
合
、

中
国
の
大
学
院
教
育
は
確
か
に
驚
異
的
な
発
展
を
遂
げ
て
来
た

と
言
い
う
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
発
展
情
況
を
仔
細
に
検

討
し
て
見
る
と
、
か
な
り
深
刻
な
問
題
も
垣
間
見
え
て
来
る
。

大
学
院
課
程
を
設
置
す
る
機
関
の
所
在
場
所
に
よ
る
地
域
間
格

差
で
あ
る
。
「
二
O
O
四
年
か
ら
二
O
O
八
年
の
間
に
、
全
国

の
大
学
の
修
士
課
程
の
学
生
募
集
規
模
は
四
三
%
で
あ
り
、
そ

の
う
ち
教
育
部
所
管
大
学
の
修
士
課
程
の
学
生
募
集
規
模
は

一
二
二
%
拡
大
し
た
の
に
対
し
て
、
地
方
の
大
学
の
修
士
課
程
の

学
生
募
集
規
模
は
七
O
%
拡
大
し
た
。
と
く
に
一
一
O
O
七
年
以

後
、
修
士
学
位
授
与
権
の
第
一
O
期
付
与
機
関
が
学
生
募
集
を
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図3.大学院設置大学・研究機関数
資料出所：『中国教育統計年鑑』各年版の当該データより作成。大学と研究機関との内訳数が掲載

されたのは1989年版からであるが、その後の2年間は総数のみしか公表されていない。
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始
め
る
に
つ
れ
て
、
地
方
大
学
の
修
士
学
生
募
集
の
全
体
規
模
が
は
じ
め
て

教
育
部
所
管
大
学
を
超
え
て
、
わ
が
国
の
修
士
学
生
養
成
シ
ス
テ
ム
の
重
要

な
構
成
部
分
と
な
つ
ら
と
い
う
。
地
方
大
学
の
中
に
は
、
上
述
し
た
と
お

り
、
九

0
年
代
以
降
の
合
併
に
よ
っ
て
規
模
や
教
育
・
研
究
お
よ
び
運
営
資

源
の
拡
大
を
図
り
、
大
学
運
営
の
実
力
や
総
合
的
な
競
争
力
を
強
化
し
た
と

こ
ろ
も
あ
る
。
と
く
に
地
方
の
重
点
大
学
の
い
く
つ
か
は
全
国
的
な
有
力
大

学
の
仲
間
入
り
を
果
た
し
た
。
図
4
に
示
す
よ
う
に
、
教
育
部
直
轄
大
学
の

み
な
ら
ず
、
中
央
各
省
庁
所
管
の
大
学
・
研
究
機
関
に
設
置
さ
れ
た
大
学
院

課
程
、
と
く
に
修
士
課
程
へ
の
入
学
者
の
増
加
率
に
比
べ
て
、
地
方
教
育
行

政
機
関
が
所
管
す
る
大
学
の
大
学
院
修
士
課
程
へ
の
入
学
者
の
増
加
率
が
近

年
著
し
い
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

し
か
し
、
多
く
の
地
方
大
学
は
そ
の
沿
革
、
専
門
学
問
分
野
の
充
実
度
、

経
費
の
投
入
な
ど
の
面
で
制
約
が
あ
り
、
長
期
に
わ
た
っ
て
当
該
大
学
を
第

一
志
望
と
す
る
受
験
生
を
集
め
る
の
に
苦
労
し
て
き
た
d

地
方
大
学
は
地
方

に
あ
る
と
い
う
属
性
そ
の
も
の
が
大
学
の
知
名
度
を
低
く
し
て
お
り
、
所
在

省
以
外
で
の
社
会
的
影
響
力
を
弱
め
て
い
る
。
大
学
院
を
卒
業
し
て
就
職
す

る
時
に
も
、
地
方
大
学
の
場
合
は
当
該
省
内
で
就
職
す
る
場
合
に
の
み
社
会

的
認
知
を
得
ら
れ
る
と
い
っ
た
情
況
が
あ
る
。
ま
た
、
地
方
大
学
の
数
は
多

い
が
、
個
々
の
大
学
ご
と
の
学
生
募
集
数
は
少
な
く
、
そ
う
し
た
分
散
性
が

専
門
学
問
分
野
に
関
す
る
地
位
を
下
げ
て
い
る
。
大
半
の
地
方
大
学
は
専
門

ト＋ー中央修士…磁…中央博士一会一地方修土－＊一也ブ白書云｜

－一寸‘
一一一一吋＆一一

λ 
250000 

200000 

150000 

・------・ 
a邑

100000 

50000 
司邑

2008圭芋2007去手2006圭芋2005圭芋2004勾三2003年

。

図4.中央・地方所管の大学・研究機関への修士・博士入学者
資料出所：『中国教育統計年鑑J各年版の当該データより作成。
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学
問
分
野
に
関
す
る
一
一
の
大
分
野
、
す
な
わ
ち
哲
学
、
経
済
学
、
法
学
、
教
育
学
、
丈
学
、
歴
史
学
、
理
学
、
工
学
、
農
学
、
医
学
、

管
理
学
と
い
う
一
級
学
問
分
野
で
学
生
募
集
を
行
う
こ
と
は
限
ら
れ
て
い
る
。
多
く
の
場
合
、
二
級
学
問
分
野
と
呼
ば
れ
る
下
位
分
野
、

例
え
ば
教
育
学
を
例
に
と
れ
ば
、
教
育
学
類
と
体
育
学
類
の
二
つ
の
下
位
分
野
に
分
け
ら
れ
、
全
学
問
分
野
で
は
七
一
に
分
け
ら
れ
る
二

級
学
問
分
野
に
関
し
て
学
位
授
与
権
H
学
生
募
集
権
限
を
有
し
て
い
る
と
い
っ
た
状
態
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
地
方
大
学
に
は
総
合
大
学
が

少
な
く
、
限
ら
れ
た
学
問
分
野
を
擁
す
る
か
、
あ
る
い
は
単
科
の
大
学
が
圧
倒
的
多
数
で
あ
っ
て
、
修
士
学
位
の
授
与
権
も
往
々
に
し
て

若
干
の
有
力
な
学
問
分
野
の
み
に
集
中
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
情
況
の
下
で
、
多
く
の
地
方
大
学
の
大
学
院
は
進
学
希
望
者
、
と
く
に
当

該
校
を
第
一
志
望
と
す
る
受
験
生
を
集
め
る
上
で
困
難
を
抱
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

大
学
院
の
所
在
地
に
よ
る
格
差
は
、
大
学
院
教
育
の
評
価
に
も
明
瞭
に
表
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
評
価
の
一
例
と
し
て
取
り
上
げ
る
の
は
、

中
国
科
学
評
価
研
究
セ
ン
タ
ー
が
毎
年
行
っ
て
い
る
大
学
院
教
育
に
関
す
る
評
価
活
動
で
あ
る
。
こ
の
評
価
で
は
全
国
の
三
一
省
・
直
轄

市
・
自
治
区
に
あ
る
五
六
の
大
学
院
、
四
七
七
大
学
を
対
象
と
し
て
、
競
争
力
が
さ
ま
ざ
ま
な
基
準
に
照
ら
し
て
分
析
さ
れ
て
い
る
。

二
O
O九
年
度
の
地
区
別
競
争
力
ラ
ン
キ
ン
グ
を
示
し
た
の
が
表
ー
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
ラ
ン
キ
ン
グ
を
行
う
際
の
「
運
営
資
源
」
の
多

寡
を
見
る
指
標
と
し
て
は
、
①
修
士
課
程
お
よ
び
博
士
課
程
の
数
、
②
国
家
レ
ベ
ル
の
自
然
科
学
・
社
会
科
学
関
係
の
重
点
研
究
基
地
の

数
、
③
国
家
科
学
基
金
・
社
会
科
学
基
金
に
よ
る
研
究
経
費
の
獲
得
数
、
④
国
家
科
学
基
金
・
社
会
科
学
基
金
に
よ
る
研
究
経
費
の
獲
得

総
額
、
⑤
中
国
科
学
院
・
中
国
社
会
科
学
院
の
会
員
数
、
博
士
指
導
教
員
数
な
ど
傑
出
し
た
人
員
の
人
数
の
五
つ
の
下
位
指
標
が
設
定
さ

れ
て
い
る
。
「
教
育
・
研
究
成
果
」
の
多
寡
を
見
る
指
標
と
し
て
は
、
①
修
士
・
博
士
卒
業
生
数
、
②
特
許
獲
得
数
、
③
特
定
雑
誌
へ
の

掲
載
論
文
数
と
い
う
下
位
指
標
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
「
質
と
学
術
的
影
響
力
」
を
見
る
指
標
と
し
て
は
、
①
研
究
成
果
に
対

す
る
受
賞
数
、
②
全
国
の
優
秀
論
文
百
選
に
選
ば
れ
た
学
生
の
論
文
数
、
③
論
文
の
引
用
件
数
の
三
つ
の
下
位
指
標
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

但
し
、
地
方
大
学
の
大
学
院
も
教
育
予
算
額
の
よ
う
な
物
理
的
、
客
観
的
条
件
の
劣
勢
に
た
だ
甘
ん
じ
て
い
る
ば
か
り
で
は
な
い
よ
う

で
あ
る
。
そ
の
証
左
と
し
て
、
前
掲
の
省
別
ラ
ン
キ
ン
グ
に
省
別
の
教
育
経
費
の
投
入
額
の
ラ
ン
キ
ン
グ
を
付
け
加
え
て
見
た
の
が
表
2

で
あ
る
。
な
お
、
教
育
経
費
に
つ
い
て
は
、
大
学
院
の
学
生
一
人
当
た
り
経
費
の
み
の
数
値
は
公
表
さ
れ
て
い
る
デ
1
タ
か
ら
は
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表 1.地区別大学院教育の競争力ランキング

総合順位 地医 総合得点 運営資源順位 教育・研究成果順位 質・学術的影響力順位

1 jヒ尽 100 1 1 
2 上海 89.72 2 3 2 
3 江蘇 89.53 3 2 3 
4 湖北 84.07 4 4 4 
5 陳西 78.28 5 5 8 
6 広東 78.06 6 6 6 
7 山東 76.03 7 7 7 
8 J折江 75.26 12 8 υ 「

9 遼寧 74.34 8 9 12 
10 p_q Jll 72.99 10 10 10 
11 湖南 71.26 11 11 13 
12 天津 70.3 9 13 11 
13 黒龍江 68目53 14 12 15 
14 安徽 67.33 17 14 9 
15 吉林 66.92 15 15 14 
16 重慶 63.61 13 17 20 
17 福建 61.74 16 19 16 
18 河北 60.97 19 18 18 
19 M 南 60.74 18 16 19 
20 甘粛 57.44 20 20 17 
21 山商 53.54 21 22 21 
22 江西 52.89 23 21 22 
23 雲南 52.29 22 24 23 
24 広西 50.77 24 2~ 24 
25 i付蒙古 45.75 25 26 26 
26 新彊 45.56 26 25 27 
27 貴州 43目6 27 27 25 
28 寧夏 32.23 28 28 28 
29 海南 30.9 29 29 29 
30 青海 30.12 30 30 30 
31 チベット 22.69 31 31 31 

（資料出所）郎均平他編『中国研究生教育評価報告2009-2010』14頁。

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

従
っ
て
、
省
別
の
高
等
教
育
機
関
に
お

け
る
学
生
一
人
当
た
り
の
「
公
用
経
費
」

（
人
件
費
、
校
舎
建
設
費
を
除
く
授
業

関
係
費
、
事
務
費
・
会
議
費
、
修
繕
費

等
管
理
費
、
設
備
・
備
品
、
図
書
購
入

費
か
ら
な
る
）
の
平
均
額
で
代
替
し

た
。
従
っ
て
、
厳
密
性
に
お
い
て
問
題

が
残
る
が
、
大
ま
か
な
傾
向
は
知
る
こ
と

が
可
能
で
あ
ろ
う
。
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こ
の
表
2
か
ら
次
の
よ
う
な
こ
と
が

言
え
る
。
す
な
わ
ち
、
学
生
一
人
当
た

り
の
教
育
経
費
の
投
入
額
に
は
、
省
・

直
轄
市
・
自
治
医
に
よ
っ
て
差
が
あ

り
、
最
大
の
北
京
市
か
ら
最
低
の
安
徽

省
ま
で
順
位
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き

る
。
一
方
、
上
述
し
た
よ
う
な
基
準
で

中
国
科
学
評
価
研
究
セ
ン
タ
ー
に
よ
っ

て
測
ら
れ
る
大
学
院
の
競
争
力
も
、
最

大
の
北
京
市
か
ら
最
低
の
チ
ベ
ッ
ト
白



表2.省別大学院競争力および経費投入の相対順位

省名 大学院競争力 学生当教育費 競争力順位（A) 経費順位（B) 費用対効果（B）ー（A)

北原 100 12999.78 1 1 → 。
上海 89.72 7106.59 2 2 ーーー・ 。
江蘇 89.53 2274.68 3 9 ノ 6 
湖北 84.07 828.95 4 28 ノ 24 
険西 78.28 1308.23 5 20 /' 15 
広東 78.侃 5235.96 6 3 ＼‘ 3 
山東 76.03 956.92 7 26 ノ 19 
漸江 75.26 2471.75 8 7 ＼‘ 1 
遼寧 74.34 2327目31 9 8 ＼、－1
四川 72加 1402目17 10 17 ノ 7 
湖南 71.26 856.91 11 27 ノ 16 
天津 70.3 4466.36 12 4 ＼、 8 
黒龍江 68.53 1350目l 13 19 ノ 6 
安徽 67.33 456.47 14 31 ノ 17 
吉林 66.92 2167.53 15 11 ＼‘ -4 
重慶 63.61 2636.03 16 5 ＼‘ 11 
福建 61.74 1920.72 17 13 ＼、－4
河北 60.97 1043.36 18 22 ノ 4 
j可 南 60.74 1003.22 19 24 ／ 5 
甘粛 57.44 1534.28 20 16 ＼‘ 4 
山西 53.54 1388.36 21 18 ＼‘－3 
江西 52.89 731.86 22 29 ノ 7 
雲南 52.29 1988.32 23 12 ＼、－11
広西 50.77 1662.94 24 14 ＼、 10
内蒙古 45目75 1104.92 25 21 ＼、‘ -4 
新彊 45.56 1581.48 26 15 ＼、－11
貴州 43.6 980.72 27 25 ＼、‘ 2 
寧夏 32.23 2183.72 28 10 ＼、－18
海南 30.9 628.76 29 30 ノ 1 
青海 30.12 1013.56 30 23 ＼、 -7 
チベット 22.69 2551.06 31 6 ＼‘ 25 

（資料出所）筆者作成。学生一人当たり経費は『中国教育報J2側 年12月1日掲載の教育部・国

家統計局・財政部「2007年全国教育経費執行情況統計公告」の表三（2）による。

治
区
ま
で
順
位
を
つ
け
る
こ
と
が

で
き
る
。
そ
の
結
果
を
考
え
れ
ば
、

投
入
さ
れ
た
教
育
費
の
順
位
に
比

し
て
競
争
力
の
順
位
の
高
い
省
、

い
わ
ば
最
も
単
純
な
意
味
に
お
い
て

費
用
封
切
果
が
高
い
省
は
、
表
中
の

上
か
ら
江
蘇
省
、
湖
北
省
、
山
東
省

を
は
じ
め
と
す
る
一
一
一
省
・
直
轄

市
・
自
治
区
で
あ
り
、
反
対
に
投

入
さ
れ
た
教
育
費
の
順
位
に
比
し

て
競
争
力
の
順
位
の
低
い
省
、
い

わ
ば
費
用
対
効
果
が
低
い
省
は
広

東
省
、
漸
江
省
、
遼
寧
省
な
ど

一
七
省
・
直
轄
市
・
自
治
区
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
な
か
で
も
湖
北

省
、
山
東
省
、
安
徽
省
、
湖
南
省

は
投
入
経
費
の
割
に
努
力
が
目
立

つ
。
一
方
、
チ
ベ
ッ
ト
、
寧
夏
、

新
彊
、
雲
南
、
広
西
な
ど
の
西
部

所
在
の
数
省
・
自
治
区
は
経
費
投
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入
の
度
合
い
に
比
し
て
大
学
院
競
争
力
の
弱
さ
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
元
々
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
遅
れ
な
ど
も
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
、
安
易
に
努
力
不
足
と
い
っ
た
評
価
を
下
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
北
京
と
上
海
の
二
直
轄
市
は
両
順
位
が
同
一
で
あ
り
、
順
位

か
ら
見
れ
ば
、
経
費
投
入
額
に
ほ
ぼ
見
合
っ
た
競
争
力
を
示
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
但
し
、
同
じ
直
轄
市
で
も
新
興
の
重
慶
市

は
経
費
投
入
に
対
し
て
然
る
べ
き
競
争
力
が
伴
っ
て
い
な
い
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
大
学
院
教
育
の
充
実
ぶ
り
に
関

し
て
、
地
域
間
で
大
き
な
差
が
あ
る
こ
と
だ
け
は
紛
れ
も
な
い
事
実
で
あ
ろ
う
。
「
一
一
一
一
工
程
」
「
九
八
五
工
程
」
な
ど
特
定
大
学
の
重

点
的
発
展
を
目
指
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
対
象
校
と
し
て
、
経
費
の
著
し
い
傾
斜
配
分
を
受
け
て
い
る
中
央
省
庁
所
管
校
を
中
心
と
す
る
一
部

の
大
学
に
お
け
る
大
学
院
教
育
の
近
年
の
充
実
ぶ
り
に
は
日
を
見
張
る
も
の
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
漏
れ
た
地
方
行
政
当

局
所
管
の
大
学
を
中
心
と
す
る
圧
倒
的
多
数
に
お
け
る
大
学
院
の
さ
ら
な
る
改
善
の
た
め
の
具
体
的
措
置
が
望
ま
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

指
導
教
員
出
資
支
援
制
の
導
入

73-

大
学
院
教
育
改
革
を
大
々
的
に
推
進
す
る
措
置
と
し
て
、
三

O
一
O
年
七
月
に
公
表
さ
れ
た
「
国
家
中
長
期
教
育
改
革
・
発
展
計
画
綱

要
（
二

O
一
0
1
二
O
二
O
年
）
」
の
中
で
は
、
「
科
学
お
よ
び
工
学
技
術
研
究
を
主
導
と
す
る
導
師
（
指
導
教
員
）
責
任
制
と
指
導
教
員

出
資
支
援
制
を
打
ち
立
て
、
産
・
学
・
研
が
連
合
し
て
大
学
院
生
を
養
成
す
る
『
二
重
指
導
教
員
制
』
を
推
し
進
め
、
『
大
学
院
教
育
の

刷
新
計
画
」
を
実
施
し
、
管
理
を
強
化
し
、
大
学
院
生
、
と
く
に
博
士
学
生
教
育
の
質
を
不
断
に
向
上
さ
せ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
近

年
の
大
学
院
教
育
に
関
す
る
大
き
な
変
化
は
、
養
成
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
改
革
（
原
語
は
「
培
養
機
制
改
革
」
）
と
呼
ば
れ
る
一
連
の
措
置
で

あ
り
、
上
記
の
「
改
革
・
発
展
計
画
綱
要
」
に
盛
り
込
ま
れ
た
指
導
教
員
責
任
制
（
原
語
は
「
導
師
責
任
制
」
）
や
指
導
教
員
出
資
支
援
制
、

さ
ら
に
二
重
指
導
教
員
制
（
原
語
は
「
双
導
師
制
」
）
は
そ
の
具
体
的
な
方
法
の
一
つ
と
し
て
導
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
指
導
教
員
責

任
制
は
指
導
教
員
に
指
導
上
の
全
権
を
委
ね
る
こ
と
を
意
味
し
、
一
方
で
、
二
重
指
導
教
員
制
、
つ
ま
り
集
団
指
導
体
制
を
敷
く
こ
と
に

よ
っ
て
、
個
々
の
指
導
教
員
の
恐
意
や
偏
り
を
排
し
、
多
面
的
な
指
導
を
実
現
す
る
ね
ら
い
が
あ
る
。



小
論
の
目
頭
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
こ
で
主
と
し
て
取
り
上
げ
る
指
導
教
員
出
資
支
援
制
は
、
こ
れ
ら
の
措
置
の
う
ち
で
改
変
の
影

響
が
最
も
大
き
い
と
思
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
同
制
度
を
郷
撤
し
て
、
「
導
師
（
指
導
教
員
）
が
老
板
（
商
店
主
）
に
な
っ
た
」
と
呼
ぶ

者
が
い
る
と
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
院
生
の
指
導
教
員
と
な
る
に
は
学
生
に
支
給
す
る
経
費
を
準
備
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
原
資

と
な
る
研
究
費
を
競
争
的
資
金
の
中
か
ら
獲
得
し
て
く
る
こ
と
が
必
須
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
以
前
は
、
修
士
、
博
士
の

院
生
を
指
導
し
う
る
資
格
を
も
っ
た
教
員
の
数
に
基
づ
い
て
募
集
定
員
が
決
ま
っ
て
い
た
し
、
大
学
院
教
育
に
必
要
な
経
費
は
す
べ
て
固

か
ら
支
給
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
か
な
り
の
部
分
を
大
学
自
体
が
自
主
的
努
力
に
よ
っ
て
準
備
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。
中
国
の
大
学
教
員
に
は
、
競
争
的
研
究
経
費
を
ど
の
よ
う
に
確
保
す
る
か
が
大
き
な
プ
レ
シ
ャ
ー
と
な
っ
て
の
し
か
か
っ

て
い
る
。
小
論
の
冒
頭
で
言
及
し
た
先
行
研
究
に
も
、
こ
の
点
に
言
及
し
た
も
の
が
あ
る
が
、
「
い
わ
ゆ
る
実
力
あ
る
教
員
と
い
う
の
は
、

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
研
究
助
成
を
抱
え
て
い
る
教
員
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
調
査
対
象
の
三
大
学
に
お
い
て
は
、
省
、
国
家
レ
ベ
ル

以
k
の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
抱
え
、
し
か
も
博
士
課
程
の
学
生
を
養
成
す
る
た
め
の
充
足
な
研
究
資
金
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
、
博
士

課
程
の
指
導
教
員
に
な
る
た
め
の
必
須
条
件
と
さ
れ
る
」
と
述
べ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

二
O
O六
年
秋
、
教
育
部
の
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
の
王
緒
明
が
行
っ
た
大
学
院
教
育
の
改
革
に
対
す
る
説
明
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ

た
。
す
な
わ
ち
、
「
大
学
院
教
育
の
改
革
に
は
、
科
学
研
究
を
主
と
す
る
指
導
教
員
責
任
制
と
科
学
研
究
と
緊
密
に
結
び
付
け
た
指
導
教

員
が
出
資
し
資
金
援
助
す
る
制
度
を
創
り
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
簡
単
に
言
え
ば
、
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
持
っ
て
い
る
者
は
経
費

が
あ
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
経
費
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
大
学
院
生
を
抱
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
指
導
教
員
責
任
制
の
実

行
後
に
は
、
学
生
の
学
費
は
主
に
指
導
教
員
か
ら
リ
サ
ー
チ
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
（
R
A
）
、
テ
ィ

l
チ
ン
グ
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
（
T
A
）、

管
理
運
営
ア
シ
ス
タ
ン
ト
（
M
A
）
に
提
供
さ
れ
る
費
用
で
も
っ
て
解
決
さ
れ
、
こ
れ
以
外
に
、
大
学
は
奨
学
金
、
助
学
金
、
お
よ
び
貧

困
学
生
に
対
す
る
費
用
減
免
制
度
を
設
け
る
。
こ
の
よ
う
な
方
法
は
学
生
の
研
究
に
対
す
る
情
熱
を
奮
い
立
た
せ
る
こ
と
に
役
立
つ
。
北

京
市
の
い
く
つ
か
の
大
学
で
実
験
的
に
行
わ
れ
て
い
る
試
み
で
は
、
大
学
院
教
育
改
革
の
効
果
は
著
し
い
。
改
革
前
で
比
べ
る
と
、
こ
れ

ら
の
大
学
に
お
い
て
は
固
か
ら
の
投
資
を
減
ら
さ
な
い
と
い
う
前
提
の
下
に
、
大
学
院
生
の
教
育
経
費
は
大
幅
に
増
加
し
、
大
学
院
生
に
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対
す
る
出
資
支
援
の
強
度
も
高
ま
っ
て
、
充
当
し
う
る
面
も
拡
大
し
色
と
い

λ
l
。学

生
の
学
費
負
担
に
関
し
て
は
、
九
0
年
代
中
期
か
ら
、
徴
収
方
法
の
改
革

が
議
事
日
程
に
上
っ
て
い
た
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
当
時
の
大
学
院
生
は
「
国
家

計
画
」
の
下
に
募
集
さ
れ
、
授
業
料
無
償
の
上
に
生
活
費
補
助
ま
で
支
給
さ
れ

る
「
公
費
生
」
と
、
企
業
な
ど
か
ら
の
委
託
を
受
け
て
養
成
さ
れ
、
委
託
し
た

企
業
が
必
要
経
費
を
負
担
す
る
「
委
託
養
成
学
生
」
お
よ
び
必
要
経
費
を
自
弁

す
る
「
自
費
学
生
」
と
に
分
か
れ
、
自
費
の
大
学
院
生
の
標
準
的
な
学
費
納
入

額
は
毎
学
年
八
0
0
0元
程
度
で
あ
っ
た
。
二

O
O五
年
九
月
、
国
務
院
学
位

弁
公
室
は
北
京
大
学
な
ど
の
九
校
の
大
学
に
対
し
て
、
大
学
院
生
の
学
費
徴
収

の
試
み
を
暫
く
停
止
す
る
よ
う
通
知
し
、
も
と
も
と
二

O
O六
年
に
実
行
予
定

で
あ
っ
た
大
学
院
生
か
ら
の
学
費
徴
収
改
革
は
据
え
置
か
れ
た
。
こ
れ
は
大
学

の
授
業
料
が
高
額
す
ぎ
て
、
す
で
に
社
会
の
注
目
の
的
に
な
っ
て
い
た
た
め
、

新
し
い
経
費
徴
収
項
目
を
打
ち
出
す
の
は
適
当
で
な
い
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
年
据
え
置
き
の
後
に
、
一
七
校
の
大
学
で
、
「
大
学
院

生
の
養
成
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
改
革
」
と
称
す
る
新
し
い
大
学
院
生
か
ら
の
経
費
徴

収
プ
ラ
ン
が
試
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
改
革
の
基
本
的
考
え
は
、
す
べ
て

の
大
学
院
生
か
ら
一
律
に
学
費
を
徴
収
し
、
そ
の
代
わ
り
に
奨
学
金
や
種
々
の

手
当
で
負
担
を
軽
減
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
図
5
に
見
ら
れ

る
よ
う
に
、
博
士
課
程
の
学
生
に
関
し
て
、
近
年
は
国
家
計
画
に
基
づ
く
学
生

｜図国家計画図委託養成ロ自費！人
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が
増
加
の
一
途
を
辿
る
一
方
、
委
託
養
成
は
横
ば
い
‘
な
い
し
漸
減
で
あ
り
、
自
費
の
学
生
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。
国
家
計
画
に
基
づ
く
学

生
が
増
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
分
だ
け
国
の
財
政
負
担
が
増
大
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
国
家
財
政
の
負
担
を
増
や
す
こ
と
な
く
、

大
学
院
生
を
増
や
す
方
法
を
工
夫
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
一
つ
が
指
導
教
員
出
資
支
援
制
で
あ
っ
た
。

四

大
学
院
指
導
教
員
と
な
る
た
め
の
条
件

い
く
つ
か
の
大
学
に
お
け
る
大
学
院
で
の
指
導
教
員
と
な
る
た
め
の
条
件
お
よ
び
学
生
支
援
の
情
況
を
具
体
的
に
見
て
み

る
。
例
え
ば
、
二

O
O
八
年
五
月
六
日
に
出
さ
れ
た
復
旦
大
学
の
大
学
院
生
指
導
の
資
格
要
件
に
関
す
る
規
則
は
、
「
指
導
教
員
は
大
学

院
生
の
養
成
や
指
導
を
行
う
重
要
な
ポ
ス
ト
で
あ
り
、
教
授
の
う
ち
の
一
つ
の
段
階
あ
る
い
は
終
身
制
の
性
質
の
固
定
的
な
栄
誉
称
号
で

は
な
い
」
と
し
た
上
で
、
以
下
の
よ
う
な
内
容
を
含
ん
で
い
る
。
「
一
定
の
科
学
研
究
課
題
を
担
当
し
て
お
り
、
十
分
な
研
究
経
費
が
あ
っ

て
、
そ
れ
に
よ
り
大
学
院
生
の
養
成
と
学
位
論
文
の
完
成
な
ど
の
仕
事
を
こ
な
す
上
で
の
ニ

1
ズ
に
充
て
る
こ
と
を
保
証
し
う
る
こ
と
。
」

（
第
三
条
の
2
）
「
博
士
の
指
導
教
員
で
年
齢
が
六
二
歳
を
越
え
た
者
は
原
則
的
に
新
た
に
大
学
院
生
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
し
な
い
。
特

殊
な
情
況
に
つ
い
て
は
、
本
人
が
申
請
し
、
所
属
の
学
院
・
系
の
推
薦
を
経
て
、
研
究
生
院
の
審
査
・
認
可
に
よ
り
、
上
述
の
規
定
の
年

齢
を
基
礎
と
し
て
適
度
に
一
ー
ー
三
年
間
緩
和
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
中
国
科
学
院
、
中
国
社
会
科
学
院
の
両
院
の
院
士
に
つ
い
て
は
、
こ

の
年
齢
制
限
を
受
け
な
い
。
」
（
第
三
条
の

5
）
「
指
導
教
員
は
一
名
の
博
士
学
生
を
受
け
入
れ
る
毎
に
、
大
学
の
養
成
シ
ス
テ
ム
改
革
案

の
要
求
に
基
づ
い
て
、
相
応
の
資
金
援
助
の
経
費
を
毎
年
学
院
の
大
学
院
生
育
成
経
費
の
口
座
に
振
り
込
み
、
国
が
支
給
す
る
大
学
院
生

の
育
成
経
費
と
大
学
が
準
備
調
達
す
る
経
費
と
を
合
わ
せ
て
大
学
院
生
の
奨
学
金
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
（
第
六
条
）
「
大
学
は
資

金
援
助
の
特
別
基
金
を
設
立
し
、
一
部
の
基
礎
的
専
門
学
問
分
野
、
新
興
お
よ
び
学
際
的
分
野
、
さ
ら
に
業
績
の
際
立
っ
て
い
る
指
導
教

員
が
ポ
ス
ト
に
就
い
て
大
学
院
生
を
受
け
入
れ
る
こ
と
を
支
援
す
る
。
特
別
基
金
は
指
導
す
る
博
士
院
生
の
研
究
手
当
の
み
に
用
い
る
こ

と
し
か
で
き
な
い
も
の
と
す
る
o
」
（
第
七
条
）
な
ど
の
規
定
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
、
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大
連
理
工
大
学
の
場
合
、
博
士
課
程
の
学
生
に
対
し
て
は
、
大
学
と
指
導
教
員
と
で
月
額
一

0
0
0元
を
準
備
し
、
修
士
課
程
の
学
生

に
は
月
額
五

O
O元
を
準
備
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
工
学
系
な
ど
研
究
費
の
獲
得
額
が
多
い
分
野
は
よ
い
が
、
文
系
の
場
合
は
研
究
費

自
体
が
多
く
な
く
、
学
生
の
た
め
の
研
究
経
費
を
準
備
す
る
の
は
容
易
で
は
な
い
。
従
っ
て
、
文
系
の
場
合
に
は
教
員
自
体
の
努
力
よ
り

も
、
大
学
か
ら
の
補
助
に
頼
る
場
合
が
少
な
く
な
い
。
ま
た
、
同
一
分
野
で
も
個
別
教
員
に
よ
る
研
究
費
獲
得
の
多
寡
に
よ
り
、
そ
れ
に

応
じ
た
学
生
の
受
け
入
れ
し
か
で
き
な
い
た
め
に
、
多
く
の
学
生
を
受
け
入
れ
て
い
る
教
員
と
、
ほ
と
ん
ど
な
い
し
ま
っ
た
く
受
け
入
れ

る
こ
と
が
で
き
な
い
教
員
と
が
歴
然
と
分
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
博
士
学
生
を
一
人
受
け
入
れ
る
と
三
年
間
で
一
万
元
が
大
学
か

ら
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
二
人
目
に
は
一
万
五

0
0
0元
が
支
給
さ
れ
る
。
こ
れ
に
自
助
努
力
で
獲
得
し
た
研
究
経
費
を
合

わ
せ
て
、
学
生
に
毎
月
上
述
の
研
究
費
を
支
給
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
二

O
O九
年
の
時
点
で
、
大
連
理
工
大
学
に
お
け
る

博
士
課
程
の
受
け
入
れ
定
員
は
毎
年
約
七
O
O人
で
あ
り
、
博
士
課
程
の
学
生
の
指
導
教
員
は
四
O
O人
で
あ
っ
た
の
で
、
平
均
す
る
と
、

教
員
一
人
当
た
り
で
一

i
二
人
の
博
士
学
生
を
受
け
入
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

別
な
例
と
し
て
、
海
南
大
学
の
場
合
に
は
、
二

O
O九
年
三
月
二

O
日
付
け
で
、
博
士
課
程
の
大
学
院
生
の
指
導
教
員
と
な
る
資
格
と

し
て
、
①
年
齢
が
一
般
に
六
二
歳
を
上
回
ら
な
い
こ
と
、
②
フ
ァ
ー
ス
ト
・
オ
l
サ
ー
と
し
て
重
要
な
専
門
誌
に
当
該
専
門
学
問
分
野
と

関
係
の
あ
る
学
術
論
文
を
資
格
認
定
の
年
に
一
篇
以
上
刊
行
し
て
い
る
こ
と
、
③
省
・
部
レ
ベ
ル
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
一
つ
以
上
主

宰
し
て
い
る
こ
と
、
④
研
究
経
費
を
人
文
社
会
系
で
は
一
万
元
以
上
、
自
然
科
学
系
で
は
五
万
元
以
上
自
由
に
運
用
し
う
る
こ
と
、
と
い

（却）

う
条
件
を
設
け
て
い
る
。
こ
の
他
、
北
京
林
業
大
学
の
場
合
、
博
士
課
程
の
指
導
教
員
に
な
る
た
め
に
は
、
①
年
齢
六

O
歳
以
下
、

②
直
近
五
年
間
に
高
水
準
の
専
門
書
一
冊
以
上
な
い
し
重
要
な
専
門
誌
掲
載
の
五
篇
以
上
の
学
術
論
文
を
有
し
て
い
る
こ
と
、
③
人
文
・

社
会
科
学
分
野
で
は
本
人
が
独
立
し
て
使
用
し
う
る
研
究
経
費
二
万
元
以
上
、
農
学
・
工
学
・
理
学
分
野
で
は
五
万
元
以
上
を
有
し
て
い

る
こ
と
と
い
う
条
件
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
教
員
の
研
究
費
か
ら
拠
出
さ
れ
る
経
費
を
通
じ
て
学
生
の
側
に
も
た
ら
さ
れ
る
利
点
に
関
し
て
、
華
東
師
範
大
学
の
プ
ラ
ン

は
、
全
体
の
五
%
に
相
当
す
る
学
生
に
つ
い
て
は
毎
年
一
万
八

0
0
0元
の
最
高
額
の
奨
学
金
を
支
給
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
奨
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学
金
、
大
学
院
生
の
「
ア
ル
バ
イ
ト
」
つ
ま
り
、
リ
サ
ー
チ
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
、
テ
ィ

l
チ
ン
グ
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
、
管
理
運
営
ア
シ
ス

タ
ン
ト
の
方
式
で
大
学
院
生
の
生
活
費
を
補
助
し
、
月
ご
と
に
支
給
す
る
。
こ
の
よ
う
に
す
れ
ば
、
優
秀
な
大
学
院
生
の
基
本
的
生
活
は

（泣）

保
障
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
改
革
の
圧
力
は
指
導
教
員
の
上
に
か
か
っ
た
。
指
導
教
員
出
資
支
援
制
を
通
じ
て
、
指
導
教
員
は
一
名

の
大
学
院
生
を
受
け
入
れ
る
た
び
に
大
学
に
一
定
の
経
費
を
上
納
す
る
。
そ
の
経
費
は
大
学
院
生
の
教
育
に
用
い
ら
れ
、
工
学
系
で
は
一

人
当
た
り
毎
年
二

0
0
0
1三
0
0
0元
で
あ
り
、
文
科
系
で
は
一

0
0
0元
あ
る
い
は
一

0
0
0
元
弱
で
あ
る
。
こ
れ
は
大
学
院
生
の

募
集
、
合
否
判
定
、
教
育
指
導
、
出
資
援
助
、
就
職
な
ど
の
面
で
の
指
導
教
員
の
権
力
と
作
用
を
増
す
も
の
で
あ
っ
た
。
学
問
分
野
に
よ

る
違
い
を
考
慮
に
入
れ
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
け
て
管
理
す
る
方
法
を
採
用
し
、
異
な
る
学
問
分
野
の
指
導
教
員
の
経
費
徴
収
の
基
準
を
一

律
に
し
な
い
で
、
人
文
系
分
野
の
基
準
は
理
工
系
の
お
よ
そ
三
分
の
一

1
四
分
の
一
と
す
る
大
学
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
あ
る
大
学
で
は
大

学
院
生
育
成
の
補
助
基
金
を
設
け
、
研
究
経
費
の
少
な
い
学
問
分
野
、
青
年
教
員
、
研
究
経
費
が
暫
定
的
に
少
な
い
新
し
い
研
究
分
野
の

教
員
が
学
生
に
対
し
て
費
用
を
出
資
し
援
助
す
る
た
め
の
経
費
に
充
て
る
こ
と
に
な
っ
た
。

鄭
州
大
学
の
場
合
、
二

O
O八
年
の
博
士
課
程
の
学
生
募
集
計
画
の
中
で
五
つ
の
指
標
を
一
不
し
、
全
学
範
囲
で
博
士
課
程
学
生
の
指
導

教
員
を
公
開
で
選
抜
し
、
高
水
準
の
科
学
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
て
い
る
教
授
と
博
士
学
位
を
も
っ
副
教
授
が
指
導
教
員
に
よ
る

経
費
全
額
援
助
の
博
士
学
生
を
受
け
入
れ
る
こ
と
を
許
し
た
。
指
導
教
員
は
研
究
経
費
の
中
か
ら
博
士
学
生
の
四
年
間
の
奨
学
金
と
リ

サ
ー
チ
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
経
費
の
合
計
七
万
二

0
0
0
元
を
一
度
に
支
出
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
が
、
三
三
人
の
教
員
が
先
を
争
っ
て

申
請
し
た
と
い
う
。
副
教
授
で
あ
っ
て
も
研
究
経
費
を
準
備
し
う
る
実
力
が
あ
れ
ば
、
博
士
課
程
の
学
生
の
指
導
教
員
と
な
り
う
る
道
が

聞
か
れ
た
の
で
あ
る
。
従
来
は
、
指
導
教
員
が
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
経
費
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
大
学
院
生
を
受
け
入
れ
、
受
け
入
れ

た
大
学
院
生
が
多
す
ぎ
て
、
教
育
の
質
を
保
証
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
起
こ
っ
て
い
た
。
逆
に
、
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
多
く
抱

え
、
も
っ
と
多
く
の
大
学
院
生
の
協
力
を
必
要
と
し
た
指
導
教
員
は
入
手
不
足
を
感
じ
、
研
究
成
果
に
も
悪
影
響
が
出
て
い
た
。
指
導
教

員
出
資
支
援
制
の
導
入
に
よ
り
、
こ
う
し
た
情
況
を
改
善
す
る
効
果
が
見
込
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
鄭
州
大
学
で
は
ま
た
、
指
導
教
員
が
二

人
目
か
ら
の
大
学
院
生
を
受
け
入
れ
る
た
び
に
、
毎
学
年
、
博
士
課
程
の
学
生
一
人
当
た
り
二

0
0
0
元
1
六
0
0
0元
の
リ
サ
ー
チ
・
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ア
シ
ス
タ
ン
ト
生
活
補
助
を
提
供
し
、
修
士
学
生
一
人
当
た
り
に
二

O
O元
1
一
0
0
0元
の
リ
サ
ー
チ
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
生
活
補
助
を

提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
決
ま
っ
た
。
以
前
は
博
士
課
程
の
学
生
に
毎
月
二
八

O
元
の
生
活
費
補
助
が
支
給
さ
れ
て
い
た
だ
け
で

あ
っ
た
。
新
し
い
シ
ス
テ
ム
の
実
施
後
、
全
日
制
の
博
士
課
程
の
学
生
は
九

O
%以
上
が
奨
学
金
を
う
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

大
部
分
の
学
生
は
リ
サ
ー
チ
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
授
業
料
を
免
除
さ
れ
る
他
に
、
毎
学
年
八

0
0
0元
以
上
元
の
リ
サ
ー
チ
・
ア
シ

ス
タ
ン
ト
奨
学
金
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
指
導
教
員
が
大
学
院
生
を
受
け
入
れ
る
た
め
に
大
学
に
納
め
る
べ
き
経
費
の
額
は
、
大
学
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
教
員
の
聞
に
は
こ
の
政
策
が
文
化
系
の
軽
視
、
あ
る
い
は
周
辺
化
で
あ
る
と
し
て
怒
り
を
露
わ
に
す
る
者
も
お
り
、
別

の
教
員
は
こ
の
政
策
が
明
ら
か
に
工
学
的
思
考
に
基
づ
く
も
の
だ
と
不
満
を
述
べ
た
。
経
費
拠
出
に
関
す
る
規
定
が
出
る
と
、
漸
江
大
学

で
は
指
導
教
員
に
よ
る
「
受
け
入
れ
拒
否
」
が
起
こ
り
、
一
時
ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
学
問
分
野
ご
と
に
研

究
経
費
の
情
況
は
大
い
に
異
な
っ
て
お
り
、
研
究
経
費
の
獲
得
が
容
易
で
な
い
文
系
、
特
に
人
文
科
学
の
学
問
分
野
に
は
極
め
て
大
き
な

圧
力
と
な
る
。
人
文
科
学
分
野
の
教
授
の
反
応
は
最
も
強
烈
で
あ
り
、
漸
江
大
学
で
の
教
員
に
よ
る
抵
抗
も
そ
れ
が
原
因
で
あ
っ
た
。

79-

五

競
争
的
研
究
経
費
の
獲
得

指
導
教
員
出
資
支
援
制
の
実
施
に
関
し
て
賛
否
両
論
が
渦
巻
く
中
で
、
今
や
指
導
教
員
と
な
る
た
め
の
必
須
条
件
と
な
り
つ
つ
あ
る
競

争
的
研
究
経
費
獲
得
の
情
況
を
見
る
た
め
に
、
教
育
学
を
例
に
取
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
教
育
学
関
係
で
研
究
経
費
を
獲
得
す
る
た

め
に
は
、
全
国
教
育
科
学
規
画
課
題
（
教
育
学
・
軍
事
学
・
芸
術
学
の
下
部
領
域
あ
り
）
の
分
野
で
研
究
経
費
を
申
請
す
る
。
重
要
度
や

経
費
の
額
に
よ
っ
て
、
国
家
級
、
教
育
部
級
に
分
か
れ
、
さ
ら
に
国
家
級
に
は
①
国
家
重
点
項
目
、
②
国
家
一
般
項
目
、
③
四
O
歳
以
下

の
博
士
号
取
得
者
を
対
象
と
す
る
国
家
青
年
基
金
項
目
の
三
種
類
、
教
育
部
級
に
は
①
教
育
部
重
点
項
目
、
②
教
育
部
青
年
特
定
項
目
、

③
教
育
部
規
一
両
課
題
項
目
が
あ
り
、
さ
ら
に
、
④
他
の
省
庁
の
重
点
課
題
や
解
放
軍
系
統
の
重
要
課
題
が
あ
る
。
こ
の
他
に
、
国
の
緊
急



課
題
に
対
応
す
る
た
め
に
、
国
家
社
会
科
学
基
金
特
別
委
託
課
題
と
し
て
別
枠
で
国
家
社
会
科
学
基
金
が
募
集
す
る
研
究
費
補
助
金
も
あ
る
。

二
O
一
O
年
の
教
育
学
関
係
の
研
究
経
費
の
申
請
と
採
択
の
情
況
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
個
人
の
申
請
、
各
基
層
の
機
関
で
の
審

査
、
地
方
の
科
学
研
究
管
理
部
門
で
の
評
定
を
通
じ
て
、
約
二
分
の
一
ま
で
ふ
る
い
落
と
す
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
、
全
国
で

六
O
五
一
の
申
請
書
類
が
専
門
家
に
よ
る
審
査
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
審
査
対
象
と
な
っ
た
申
請
者
の
大
部
分
は
高
級
職
位
お
よ
び

高
学
歴
の
人
々
で
あ
り
、
青
年
学
者
の
申
請
が
増
加
し
た
の
が
特
色
で
あ
る
と
い
う
。
一

O
一
人
の
専
門
家
に
よ
る
真
剣
な
審
議
を
通
じ

て
、
最
終
的
に
四
五
五
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
採
択
さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
国
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
一

O
、
一
般
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

九
九
、
青
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
七
八
で
あ
り
、
教
育
部
の
重
点
が
一
七
O
、
青
年
の
特
定
項
目
が
九
八
で
あ
り
、
平
均
の
採
択
率
は
七
・

五
%
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
、
国
家
重
点
課
題
に
指
定
さ
れ
た
一

O
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
研
究
テ
l
マ
は
、
「
義
務
教
育
の
均
衡
の
と
れ
た

発
展
の
た
め
の
標
準
に
関
す
る
研
究
」
「
基
礎
教
育
の
将
来
発
展
の
新
し
い
特
徴
に
関
す
る
研
究
」
「
高
い
資
質
の
刷
新
的
人
材
養
成
モ
デ

ル
の
研
究
」
「
青
少
年
の
ネ
ッ
ト
生
活
の
調
査
研
究
」
「
農
村
教
員
の
発
展
情
況
と
保
障
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
関
す
る
研
究
」
「
職
業
教
育
の
学

校
と
企
業
に
よ
る
共
同
運
営
に
関
す
る
実
証
的
研
究
」
「
大
学
生
の
学
習
情
況
の
調
査
研
究
」
「
主
要
国
の
民
族
教
育
政
策
の
比
較
研
究
」
「
主

（出）

要
因
の
高
校
数
学
教
材
の
比
較
研
究
」
「
『
職
業
教
育
法
』
改
定
の
実
証
的
研
究
」
で
あ
る
。
研
究
経
費
の
額
は
、
国
家
重
点
課
題
が
各

二
O
万
元
、
国
家
一
般
項
目
が
各
一

O
万
元
、
国
家
青
年
基
金
項
目
が
各
八
万
元
、
教
育
部
重
点
項
目
が
各
＝
一
万
元
、
教
育
部
青
年
特
定

項
目
が
各
二
万
元
で
あ
り
、
補
助
金
の
支
出
総
額
は
二
四
九
九
万
元
三
元
H

二
二
元
で
換
算
す
れ
ば
、
約
三
億
二
五
O
O万
円
）
と
な
る
。

こ
の
よ
う
に
各
種
の
競
争
的
研
究
経
費
が
準
備
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
全
国
の
教
育
学
分
野
の
大
学
教
員
は
二

O
O
八
年
の
時
点
で

高
等
教
育
段
階
の
全
教
員
一
三
O
万
九
七
九
九
人
の
八
二
二
%
に
相
当
す
る
一

O
万
八
八
O
七
人
を
数
え
、
こ
れ
に
独
立
設
置
の
研
究
所

所
属
の
専
門
家
が
加
わ
る
と
、
さ
ら
に
そ
の
数
は
膨
れ
上
が
る
中
で
、
恒
常
的
に
研
究
費
を
獲
得
す
る
の
は
容
易
で
は
な
い
。
大
学
に
よ
っ

て
は
「
個
人
的
な
原
因
で
二
年
間
連
続
し
て
大
学
院
生
を
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
」
場
合
に
は
、
指
導
教
員
と
し
て
学
生
を
受
け
入
れ

る
資
格
を
自
動
的
に
失
う
と
い
う
措
置
も
と
ら
れ
、
「
資
格
を
回
復
す
る
必
要
が
あ
れ
ば
、
改
め
て
資
格
審
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

（却）

と
い
う
規
定
を
設
け
る
厳
し
き
で
あ
る
。
さ
ら
に
運
良
く
研
究
費
が
獲
得
で
き
た
と
し
て
も
、
継
続
的
に
維
持
し
続
け
る
に
は
相
応
の
結

ハU。。



果
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
し
た
制
度
上
の
問
題
だ
け
が
原
因
と
は
言
え
な
い
が
、
功
を
焦
る
余
り
剰
窃
を
行
い
、
資
格
を
剥

（却）

奪
さ
れ
る
者
も
で
て
い
る
。

お
わ
り
に

小
論
で
は
九
0
年
代
以
降
、
と
く
に
近
数
年
間
に
中
国
の
大
学
院
教
育
に
起
こ
っ
て
来
た
動
き
を
た
ど
っ
た
。
大
学
院
教
育
は
一
貫
し

て
拡
張
期
に
あ
り
、
と
く
に
近
年
は
地
方
大
学
に
お
け
る
大
学
院
の
伸
び
が
著
し
い
。
総
数
約
五

O
万
人
に
対
す
る
質
問
紙
調
査
へ
の
有

効
回
答
二
二
万
人
分
の
分
析
に
基
づ
く
大
学
卒
業
生
の
進
路
に
関
す
る
調
査
報
告
に
よ
れ
ば
、
二

O
O九
年
度
に
は
卒
業
直
後
に
内
外
の

大
学
院
に
入
学
し
た
者
の
比
率
が
顕
著
に
高
ま
り
、
先
に
触
れ
た
「
二
一
一
工
程
」
対
象
の
有
力
大
学
で
は
二
・
五
ポ
イ
ン
ト
増
加
で

一
三
・
五
%
に
達
し
、
そ
れ
以
外
の
一
般
大
学
で
も
一
・
一
ポ
イ
ン
ト
増
加
で
八
・
四
%
に
達
し
た
と
い
う
。
「
一
一
一
一
工
程
」
対
象
校
の
卒

業
半
年
後
の
「
非
失
業
率
」
は
九
了
二
%
で
、
前
年
度
の
九
0
・
一
%
よ
り
で
一
ポ
イ
ン
ト
上
が
っ
た
が
、
こ
の
上
昇
の
原
因
は
主
に

大
学
院
に
進
学
し
、
就
職
し
な
い
こ
と
が
作
用
し
て
い
る
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
大
学
院
進
学
熱
の
ヒ

l
ト
ア
ッ
プ
は
今
暫
く
続
き
そ
う

で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
「
一
二
一
工
程
」
や
「
九
八
五
工
程
」
の
対
象
の
中
央
省
庁
所
管
校
を
は
じ
め
と
す
る
少
数
の
有
力
大
学
の
大
学

院
と
地
方
の
多
数
の
大
学
院
と
の
間
の
格
差
が
顕
著
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
量
的
拡
大
だ
け
で
な
く
、
質
の
維
持
・

向
上
を
担
保
す
る
措
置
を
講
じ
る
必
要
性
が
強
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

大
学
院
教
育
の
質
保
証
に
つ
い
て
体
系
的
に
調
査
研
究
し
た
成
果
と
し
て
、
華
東
師
範
大
学
高
等
教
育
研
究
所
に
よ
る
大
学
院
調
査
が

（辺）

あ
る
。
同
調
査
は
時
期
的
に
は
小
論
で
扱
っ
た
指
導
教
員
出
資
支
援
制
の
導
入
前
に
実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
改
革
措
置
そ
の
も

の
の
影
響
を
見
る
に
は
適
さ
な
い
。
但
し
、
小
論
で
言
及
し
た
よ
う
に
指
導
教
員
出
資
支
援
制
の
制
度
設
計
や
教
員
へ
の
影
響
あ
る
い
は

負
担
増
と
い
っ
た
事
実
に
関
す
る
情
報
は
散
見
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
学
生
側
の
反
応
に
関
す
る
情
報
が
見
ら
れ
な
い
中
で
、
同
調
査
結

果
は
一
定
の
価
値
を
有
す
る
。
同
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
院
生
は
普
遍
的
に
指
導
教
員
の
研
究
経
費
は
十
分
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
と
同
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時
に
、
院
生
に
対
し
て
指
導
教
員
が
提
供
す
る
経
費
面
で
の
支
援
が
少
な
い
と
考
え
て
い
る
と
い
う
一
見
矛
盾
す
る
現
象
が
見
い
だ
さ
れ

た
と
い
う
。
し
か
し
、
こ
れ
は
経
費
面
で
の
支
援
に
対
す
る
院
生
側
の
大
き
な
期
待
の
裏
返
し
で
は
な
い
か
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
調
査

対
象
と
な
っ
た
院
生
は
、
そ
の
入
学
時
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
別
に
経
費
負
担
状
況
が
異
な
っ
て
い
た
。
国
の
計
画
に
基
づ
い
て
募
集
さ
れ
た
学

生
は
授
業
料
が
国
に
よ
っ
て
負
担
さ
れ
、
在
学
期
間
中
に
は
二
疋
の
生
活
費
補
助
が
与
え
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
委
託
養
成
学
生
は
大
学

に
養
成
を
委
託
し
た
機
関
と
院
生
と
が
共
同
で
負
担
し
、
自
費
学
生
は
経
費
の
全
て
を
自
弁
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
状
況
の

下
で
は
、
指
導
教
員
が
自
ら
獲
得
し
た
科
学
研
究
経
費
の
中
か
ら
一
定
の
報
酬
を
院
生
に
与
え
る
べ
き
か
否
か
に
つ
い
て
、
未
だ
統
一
的

な
見
方
が
形
成
さ
れ
て
お
ら
ず
、
指
導
教
員
次
第
で
あ
っ
た
と
報
告
書
は
述
べ
て
い
る
。
科
学
研
究
経
費
の
支
出
に
関
し
て
、
研
究
ス
タ
ッ

フ
の
給
与
や
報
酬
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
文
系
の
各
専
攻
に
つ
い
て
言
え
ば
、
科
学
研
究
経
費
で
は
一
般
に
研
究
ス
タ
ッ
フ
に
報
酬
を
支

払
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
他
方
、
指
導
教
員
が
院
生
を
安
い
労
働
力
と
し
て
使
う
現
実
が
存
在
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
大
学
院
生
の
研
究

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
身
分
や
地
位
が
不
明
確
で
あ
り
、
大
学
院
生
が
指
導
教
員
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
た
場
合
に
報
酬
を

受
け
取
る
べ
き
か
、
受
け
取
る
と
し
て
も
報
酬
は
ど
れ
ほ
ど
で
あ
る
べ
き
か
な
ど
に
つ
い
て
規
定
し
た
規
則
や
文
書
が
な
い
状
況
で
、
「
大

（出）

学
院
生
が
安
い
労
働
力
と
な
り
う
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
必
要
な
規
定
の
整
備
に
よ
り
、
大
学
院
生
が
安
い
労
働
力

と
し
て
使
わ
れ
る
の
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
指
導
に
当
た
る
教
員
の
側
の
責
任
を
明
確
化
す
る
点
で
、
相
当
な
負
担
を
伴
、
つ
指
導
教
員
出
資

支
援
制
は
意
義
深
い
も
の
で
あ
っ
た
。

以
上
、
小
論
で
言
及
し
た
教
員
の
た
め
の
競
争
的
資
金
の
他
、
博
士
課
程
在
籍
者
の
た
め
の
競
争
的
研
究
資
金
も
準
備
さ
れ
て
い
る
。

上
述
し
た
「
大
学
院
教
育
の
刷
新
計
画
」
、
中
国
語
で
「
研
究
生
教
育
創
新
計
画
」
と
呼
ば
れ
る
研
究
費
補
助
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
こ

の
大
学
院
教
育
の
質
的
向
仁
を
図
る
手
段
の
一
つ
と
し
て
二

O
O五
年
に
導
入
さ
れ
た
「
創
新
」
、
す
な
わ
ち
新
機
軸
創
造
あ
る
い
は
刷

新
を
意
味
す
る
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
教
育
部
が
二

O
O
四
年
二
月
一

O
日
に
公
表
し
た
「
二

O
O三
1
二
O
O七
年
の
教
育
振
興
行
動
計

画
」
の
中
で
最
初
に
言
及
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
教
育
部
は
「
大
学
院
教
育
の
刷
新
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
、
大
学
院
生
の
刷

新
能
力
の
養
成
を
強
化
し
、
教
育
の
質
を
い
っ
そ
う
高
め
る
こ
と
に
関
す
る
若
干
の
意
見
」
（
教
研
〔
二

O
O
五
〕
一
号
）
を
提
出
し
て
、

-82← 



大
学
院
教
育
に
当
た
る
各
教
育
機
関
お
よ
び
各
レ
ベ
ル
の
大
学
教
育
管
理
部
門
が
「
国
の
統
一
的
計
画
の
下
、
各
々
の
特
徴
に
適
合
し
た

実
施
プ
ラ
ン
を
そ
れ
ぞ
れ
策
定
し
、
多
く
の
レ
ベ
ル
、
多
く
の
種
類
、
全
方
位
的
な
大
学
院
教
育
の
刷
新
シ
ス
テ
ム
を
作
り
上
げ
ね
ば
な

ら
な
い
」
と
指
摘
し
た
。
実
際
の
支
援
内
容
は
二

O

O九
年
度
を
例
に
と
れ
ば
、
付
録
資
料
に
示
す
と
お
り
、
十
一
種
類
の
下
位
項
目
ご

と
に
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
さ
し
く
、
教
員
も
学
生
も
研
究
資
金
獲
得
の
た
め
の
競
争
に
し
の
ぎ
を
削
る
情
況
が
生
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

｛注｝

（1
）
南
部
広
孝
編
「
文
革
後
中
国
に
お
け
る
大
学
院
教
育
』
（
『
高
等
教
育
研
究
叢
書
』
六
九
、
二

O
O
二
年
。

（2
）
貌
玲
玲
「
中
国
一
教
育
学
院
修
士
・
博
士
課
程
」
小
川
佳
万
編
『
東
ア
ジ
ア
の
教
育
大
学
院
i
専
門
職
教
育
の
可
能
性
｜
』
（
「
高
等
教
育

研
究
叢
書
』
一

O
七
）
二

O
一
O
年
、
四
九
1
五
四
頁
。

（3
）
王
坤
「
中
国
教
育
学
院
教
育
修
士
課
程
」
小
川
編
、
同
上
書
、
五
五

1
Lハ
七
頁
。

（4
）
美
星
海
・
阿
投
騰
「
中
国
の
大
学
院
教
育
と
学
位
授
与
に
関
す
る
研
究
i
博
士
課
程
後
期
大
学
院
生
調
査
に
基
づ
い
て
｜
」
「
大
学
教
育
と
学

位
授
与
に
関
す
る
研
究
E
（C
O
E
研
究
シ
リ
ー
ズ
二
四
）
』
広
島
大
学
高
等
教
育
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
、
二
O
O七
年
二
月
、
八
一

1
一
O
六
頁
。

（5
）
黄
福
涛
・
李
敏
「
中
国
に
お
け
る
博
士
課
程
教
育
の
成
立
と
変
化
」
『
大
学
院
教
育
の
将
来
世
界
の
動
向
と
日
本
の
課
題
』
広
島
大
学

高
等
教
育
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
、
平
成
二
二
年
五
月
、
六
五
1
八
六
頁
。

（6
）
超
泌
平
「
積
極
探
索
、
勇
於
創
新
、
大
力
推
進
研
究
生
培
養
工
作
改
革
」

Z
G
＼＼者若者－

m
E・門口＼
N
C
O
N
C
H
N
N
＼ω宮
お
き
・
住
吉
－

（7
）
『
中
国
教
育
統
計
年
鑑
』
二

O
O
五
年
版
1
二
O
O
六
年
版
掲
載
の
修
士
課
程
入
学
者
数
よ
り
計
算
し
た
。

（8
）
二

O
O
九
年
二
月
一
八
日
、
大
連
理
工
大
学
高
等
教
育
研
究
所
の
劉
元
芳
教
授
、
同
大
人
文
社
会
科
学
学
院
党
書
記
の
楊
連
生
教
授
に
対

す
る
筆
者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
る
。

（9
）
学
位
制
度
が
文
革
後
に
復
活
し
た
頃
、
授
与
さ
れ
る
学
位
は
す
べ
て
学
術
学
位
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
応
用
型
人
材
へ
の
需
要
に
応
え

る
た
め
に
、
専
門
職
学
位
が
設
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
鳴
矢
と
な
っ
た
の
は
経
営
管
理
修
士
（
M
B
A
）
で
あ
り
、
そ
の
後
、

M
P
A
、

法
律
、
工
程
、
臨
床
医
学
、
農
業
普
及
な
ど
の
分
野
の
専
門
職
学
位
が
創
ら
れ
、
現
在
は
一
八
種
類
を
数
え
る
。
教
育
分
野
で
は
伝
統
的

な
教
育
学
修
士
・
博
士
に
加
え
て
、
新
設
の
専
門
職
学
位
で
あ
る
教
育
修
士
、
教
育
博
士
が
あ
る
。
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（
叩
）
張
健
「
拡
招
背
景
下
地
方
高
校
碩
士
生
招
生
工
作
的
困
境
輿
出
路
」
『
中
国
高
教
研
究
』
二

O
O九
年
第
五
期
、
二
六
頁
。
「
中
国
教
育
統

計
年
鑑
二

O
O七
年
版
』
に
よ
れ
ば
、
二

O
O
七
年
の
教
育
部
直
轄
大
学
の
修
士
学
生
受
け
入
れ
数
は
一
五
万
八
三
九
六
人
で
あ
り
、
地

方
所
管
大
学
の
修
士
学
生
受
け
入
れ
数
は
一
六
万
六
八
三
一
人
（
そ
の
う
ち
教
育
行
政
部
門
所
管
大
学
は
一
六
万
二
六
人
、
教
育
以
外
の

行
政
部
門
の
所
管
大
学
は
六
七
八
六
人
）
で
あ
っ
た
。
な
お
、
前
年
の
数
値
は
教
育
部
直
轄
大
学
一
五
万
四
七
九

O
人
、
地
方
所
管
大
学

一
五
万
二
九
七
三
人
で
あ
る
。

（
日
）
前
掲
、
張
健
論
文
、
二
六
1
二
八
頁
。

（
ロ
）
郎
均
平
他
編
『
中
国
研
究
生
教
育
評
価
報
告
二

O
O九
｜
二

O
一
O
』
科
学
出
版
社
・
龍
門
書
局
、
二

O
O九
年
。

（
日
）
一
一
一
世
紀
に
向
け
て
一

O
O校
程
度
の
大
学
と
一
定
数
の
専
門
分
野
の
重
点
整
備
を
図
り
、
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
大
学
作
り
を
目
指
す
プ
ロ

ジ
エ
ク
ト
。
開
始
か
ら
二

O
O
五
年
ま
で
に
、
総
額
三
六
八
億
元
が
投
入
さ
れ
た
。
対
象
校
は
二

O
O九
年
一
月
時
点
で
一
一
一
一
校
を
数
え
る
。

（
日
）
江
沢
民
総
書
記
（
当
時
）
が
一
九
九
八
年
五
月
四
日
の
北
京
大
学
一

O
O
周
年
大
会
で
行
っ
た
演
説
に
基
づ
き
開
始
さ
れ
た
こ
と
九
八
年

五
月
を
縮
め
て
命
名
さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
、
一
部
の
大
学
に
重
点
投
資
を
行
う
こ
と
で
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
大
学
作
り
を
目

指
す
。
二

O
一
O
年
現
在
、
対
象
校
は
四
三
校
。

（
日
）
教
育
部
「
国
家
中
長
期
教
育
改
草
・
発
展
計
画
綱
要
（
二

O
一
0
1
二
O
二
O
年
ご
教
育
部
ホ
l
ム
ペ

l
ジ

Z
G一＼＼若者者－
B
S－E
Z・門口＼
UZF）ロ門店巾田＼
σ
5
E
g印＼
Z
E
E
－g＼
B
S＼印品。。∞＼
N200∞＼お叶∞印－
E
B
－

（
日
）
前
掲
、
黄
福
涛
・
李
敏
論
文
、
七
八
頁
。

（
口
）
中
華
人
民
共
和
国
国
家
発
展
・
改
革
委
員
会
「
研
究
生
教
育
改
革
特
推
行
尋
姉
責
任
制
和
辱
姉
資
助
制
」

E
G一＼＼当者名・閉門日℃円－
m。〈－
n
ロ＼由民
N
＼
Q
0
0
2
0
3
∞
ヰ
∞
。
宮
B

（
同
）
「
隻
旦
大
学
研
究
生
指
導
教
師
工
作
条
例
（
征
求
意
見
稿
こ

Z
G一＼＼当者巧－
m∞－
P
門戸
E
－E
C－門口＼印＼
NO＼門＼
N中＼呂＼∞。＼
E
C
E
S－E
B

（
円
）
二

O
O九
年
二
月
一
八
日
、
大
連
理
工
大
学
高
等
教
育
研
究
所
の
劉
元
芳
教
授
、
同
大
人
文
社
会
科
学
学
院
党
書
記
の
楊
連
生
教
授
に
対

す
る
筆
者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
る
。

（
却
）
「
海
南
大
学
研
究
生
指
導
教
姉
工
作
条
例
」

Z
G
＼
＼
当
者
宅
－
F
E
E－昆
z－n
D
＼印昨日＼
N
可l
三回＼
N
C
S旬。＼
5
8昌
司
・
田
町
仲
間
ニ

（
幻
）
北
京
林
業
大
学
「
関
於
二

O
O六
年
遊
選
研
究
生
指
導
教
師
的
通
知
」

日巳
G
に
＼
当
包
可
Z－z
p－E
Z・門口＼己∞
2
E
－2＼
NCCφω
＼包＼
NcgωωHHNNSωhHωAV
号
門
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（
辺
）
「
時
評
一
培
養
機
制
改
革
導
師
資
助
制
成
為
焦
点
」

Z
G
＼
＼
巧
司
君
・
門
町
田
F
2
5・2
弁
当
同
＼
訂
含
＼
NCC叶宕＼
NCC叶
2
3＼
謡
選
∞
叶
－

E
E

二
O
一
O
年
現
在
、
学
生
の
一
か
月
の
生
活
費
に
は
、
ほ
ほ
一

0
0
0元
は
必
要
で
あ
る
。

（
お
）
向
上

（
但
）
『
中
国
教
育
報
』
二

O
O
八
年
四
月
八
日

（
お
）
前
掲
「
時
評
一
培
養
機
制
改
革
導
師
資
助
制
成
為
焦
点
」

（
部
）
「
全
国
教
育
科
学
規
画
課
題
管
理
弁
法
」

F
E
H＼
＼
当
者
芦
田

ε宮・
5
円
＼
〉
邑
門
貯
＼

hzzzω
＼
Q
g凹呂∞＼
N
c
g
g＼
店
主
－
Z
E

（
訂
）
「
全
国
教
育
科
学
。
十
一
五
ψ

規
画

N
C
5年
度
擬
立
項
課
題
結
果
公
告
公
示
」

E
G一＼＼－。尚一丘町リ印口出門戸｝内包－
m己戸門口＼
σσ
∞＼印
F04司件。℃片－
m

訪問）見件。日比門広

HMEShrH】血肉巾
Hmロ仏

（
却
）
二

O
一
0
年
度
擬
立
項
課
題
結
果
公
告
公
一
不
［
全
国
教
育
科
学
。
十
一
五
ψ

規
画
］

Z
G一＼＼－
C戸

H
g
c
Z門田口・円ロ＼〉
3
E
m・8
1
R
H
E
m－門
THOOω

（
却
）
例
え
ば
、
海
南
大
学
か
ら
出
さ
れ
た
二

O
O九
年
度
の
大
学
院
指
導
教
員
資
格
に
関
す
る
通
知
（
原
語
は
「
関
於
確
認
二

O
O九
年
度
研

究
生
導
師
招
生
資
格
的
通
知
」
宮
菅
＼
＼
割
当
者
－
E
z
z－z
z－門口＼
2
5＼N
M
H
l
三回＼
NCSωNC＼
E
N
C
S当
・
品
百
戸
］

（
却
）
全
国
教
育
科
学
規
画
領
導
小
組
灘
公
室
「
関
於
撤
金
金
鋪
陳
月
茄
主
持
完
成
的
教
育
部
青
年
専
項
課
題
『
中
外
中
小
学
教
科
書
管
理
制
度

比
較
研
究
』
的
通
報

E
G一＼＼。
E
m巾℃－
B
R
E
F
S＼
E
C
B
N＼
省
吾
印
昨
日
＼
岳
町
・
3
1
r
T
H
N
2
5
g
c
g
S週中

（
担
）
麦
可
思
研
究
院
編
「
就
業
藍
皮
書
・

8
5年
中
国
大
学
生
就
業
報
告
』
社
会
科
学
文
献
出
版
社
、
二

O
一
O
年
、
一

O
頁。

（
沼
）
華
東
師
範
大
学
教
育
科
学
院
高
等
教
育
研
究
所
編
刊
『
研
究
生
教
育
質
量
保
障
体
系
研
究
』
二

O
O
五
年
六
月
。
同
研
究
は
、
質
問
紙
調

査
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
組
み
合
わ
せ
、
二

O
O
二
年
四
月
1
一
一
一
月
に
実
施
さ
れ
た
全
国
調
査
に
よ
り
実
態
把
握
に
努
め
た
も
の
で

あ
る
。
ち
な
み
に
、
質
問
紙
調
査
の
内
容
は
、
①
学
習
条
件
、
②
大
学
に
よ
る
管
理
、
③
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
お
よ
び
授
業
、
④
院
生
の
素
質

お
よ
び
影
響
要
因
、
⑤
院
生
個
人
の
学
習
状
況
と
い
う
五
領
域
に
関
す
る
こ
八
の
設
問
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
各
聞
は
満
足
度
を
尋
ね

る
内
容
で
あ
り
、
「
き
わ
め
て
満
足
」
か
ら
「
き
わ
め
て
不
満
足
」
ま
で
、
五
点
尺
度
で
分
析
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
質
問
紙
は
上
海
交
通

大
学
、
同
済
大
学
、
華
東
理
工
大
学
、
上
海
大
学
、
北
京
大
学
、
華
南
理
工
大
学
、
蘭
州
大
学
、
度
門
大
学
、
漸
江
大
学
、
土
口
林
大
学
と

い
う
全
国
一

O
大
学
の
代
表
的
大
学
院
に
在
籍
す
る
三
五

O
O人
に
送
ら
れ
、
二
六
八
七
人
（
七
六
%
）
か
ら
有
効
回
答
を
得
て
い
る
。

ま
た
、
回
答
者
全
体
の
男
女
比
は
、
男
子
六
三
二
二
%
、
女
子
三
六
・
七
%
で
あ
っ
た
が
、
交
通
大
学
は
男
子
が
八
四
・
一
%
、
北
京
大
学
は
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女
子
が
四
0
・
九
%
と
全
国
平
均
を
か
な
り
上
回
る
比
率
を
示
し
た
。
教
育
段
階
別
の
回
答
者
の
状
況
は
、
修
士
八
一
・
七
%
で
あ
り
、
博

士
一
八
・
三
%
で
あ
っ
た
。
専
門
分
野
別
の
有
効
回
答
二
六
六
三
の
う
ち
、
工
学
が
最
多
の
三
八
・
二
%
を
占
め
、
次
い
で
理
学

二
六
・
二
%
、
人
文
社
会
科
学
二
四
・
二
%
、
管
理
学
七
・
三
%
、
医
学
、
農
学
、
そ
の
他
が
そ
れ
ぞ
れ
四
%
程
度
を
占
め
た
。
ま
た
、
回
答

者
の
入
学
時
に
カ
テ
ゴ
リ
ー
別
状
況
を
見
る
と
、
統
一
入
試
に
合
格
し
て
入
学
し
、
授
業
料
を
免
除
さ
れ
、
公
費
に
よ
る
何
ら
か
の
援
助

を
受
け
る
者
が
七
二
・
七
%
を
占
め
る
一
方
、
自
費
学
生
一
一
了
六
%
、
「
定
向
招
生
」
方
式
に
よ
る
者
九
・
三
%
、
委
託
養
成
方
式
に
よ
る

者
五
・
四
%
が
含
ま
れ
る
な
ど
、
入
学
者
選
抜
の
多
様
化
を
示
す
デ
l
タ
が
見
ら
れ
る
。
修
士
学
生
の
う
ち
の
一
四
・
六
%
は
自
費
学
生
で

あ
り
、
博
士
学
生
の
う
ち
の
自
費
学
生
三
・
三
%
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
（
同
報
告
書
、
五

1
六
頁
）

0

（
お
）
同
上
書
、
一
二
四
頁
。

（
担
）
中
華
人
民
共
和
国
教
育
部
『
N
O
B
N
O
弓
年
教
育
振
興
行
動
計
画
』
人
民
教
育
出
版
社
、
二

O
O
五
年
、
四
三
頁
。

（
お
）
教
育
部
「
関
於
加
強
研
究
生
教
育
創
新
計
画
区
域
合
作
的
意
見
」
（
教
研
司
〔
二

O
O
六
〕
一

O
号）

【
付
録
資
料
｝

教
育
部
学
位
管
理
・
研
究
生
教
育
司
「
大
学
院
教
育
制
新
計
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
指
南
」

（
全
訳
・
原
語
は
「
教
育
部
研
究
生
教
育
創
新
計
画
項
目
指
南
」
）

86-

一
、
全
国
博
士
課
程
学
生
の
学
術
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
二
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概
要

特
定
の
専
門
学
問
分
野
の
領
域
内
に
お
い
て
、
原
稿
募
集
の
形
式
に
よ
り
、
国
内
外
に
向
か
っ
て
博
士
課
程
の
大
学
院
生
を
選
抜
し
、
高

水
準
の
学
術
交
流
の
場
を
提
供
し
て
、
博
士
課
程
の
大
学
院
生
が
視
野
を
広
げ
る
の
を
助
け
、
知
恵
を
啓
発
し
、
刷
新
意
識
を
強
め
て
、

創
造
力
と
学
術
交
流
能
力
を
高
め
る
。

士
二
資
金
援
助
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
数
お
よ
び
援
助
額

既
存
の
一
一
一
の
専
門
学
問
分
野
の
種
類
に
つ
い
て
、
原
則
的
に
す
べ
て
の
分
野
の
一
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
出
資
し
援
助
し
、
理
学
、
工
学
の

部
類
に
つ
い
て
は
二

1
三
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
援
助
す
る
。
す
べ
て
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
資
金
援
助
額
は
二
五
万
元
前
後
と
す
る
。



（
一
二
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
要
求
体
裁

1
．
申
請
を
行
う
専
門
学
問
分
野
は
国
の
重
点
専
門
学
問
分
野
、
あ
る
い
は
国
の
重
点
実
験
室
、

ベ
ル
の
重
点
実
験
室
（
工
学
セ
ン
タ
ー
、
社
会
科
学
研
究
基
地
）
な
ど
。

2
．
実
施
時
期
一
二

O
O九
年
七
月
1
一
O
月
の
三

1
四
日
間
。

3
．
参
加
人
数
一
一

O
O人
を
上
回
ら
な
い
。

国
の
工
学
（
技
術
）

セ
ン
タ
ー
、
部
レ

二
、
全
国
博
士
課
程
学
生
の
学
術
会
議

（
一
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概
要

国
内
外
の
関
連
学
問
分
野
の
博
士
課
程
学
生
を
招
聴
し
、
特
定
の
学
術
テ
l
マ
を
め
ぐ
っ
て
、
自
主
的
で
、
最
先
端
の
学
術
的
探
求
を
行
い
、

会
議
に
出
席
す
る
博
士
課
程
学
生
の
た
め
に
濃
厚
な
学
術
討
論
の
雰
囲
気
を
作
り
、
博
士
課
程
学
生
の
思
想
の
ぶ
つ
か
り
合
い
を
促
進
し

て
、
刷
新
的
な
思
考
を
奮
い
立
た
せ
、
刷
新
的
な
考
え
方
を
形
成
し
て
、
博
士
課
程
学
生
の
刷
新
意
識
や
組
織
、
交
流
と
表
現
な
ど
の
総

合
的
能
力
を
高
め
る
。

（
二
）
資
金
援
助
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
数
お
よ
び
援
助
額

三
0
1四
O
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
出
資
し
援
助
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
毎
の
経
費
と
し
て
一
五
万
元
前
後
を
出
資
し
援
助
す
る
。

（
三
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
要
求

－
申
請
を
行
う
専
門
学
問
分
野
は
国
の
重
点
専
門
学
問
分
野
、
あ
る
い
は
国
の
重
点
実
験
室
、
国
の
工
学
（
技
術
）
セ
ン
タ
ー
、
部
レ

ベ
ル
の
重
点
実
験
室
（
工
学
セ
ン
タ
ー
、
社
会
科
学
研
究
基
地
）
な
ど
。

2
．
実
施
時
期
一
二

O
O九
年
七
月
1
一
O
月
の
四
1
五
日
間
。

3
．
参
加
人
数
一
五
O
人
を
上
回
ら
な
い
。

三
、
全
国
の
大
学
院
生
の
夏
期
学
校

（
ご
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概
要

特
定
の
専
門
学
問
分
野
の
領
域
内
で
、
全
国
を
対
象
に
大
学
院
生
と
少
数
の
青
年
教
師
を
集
め
て
学
生
と
し
、
国
内
外
の
学
術
レ
ベ
ル
が
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高
く
、
教
育
経
験
の
豊
富
な
著
名
専
門
家
、
学
者
を
招
聴
し
て
主
任
講
師
を
担
当
し
て
も
ら
い
、
若
干
の
基
礎
科
目
、
選
択
科
目
、
最
先

端
の
学
術
報
告
の
授
業
を
行
い
、
当
該
専
門
学
問
分
野
の
学
術
面
の
発
展
動
向
や
最
新
の
研
究
成
果
を
紹
介
し
て
も
ら
う
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
教
育
部
と
国
家
自
然
科
学
基
金
委
員
会
が
共
同
で
主
宰
す
る
。

（
二
）
資
金
援
助
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
数
お
よ
び
援
助
額

六
0
1八
O
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
て
出
資
し
援
助
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
お
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
毎
に
一

0
1
三
O
万
元
（
一
部
の
経

費
は
国
家
自
然
科
学
基
金
委
員
会
が
出
資
）
を
出
資
し
援
助
す
る
。

（
三
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
要
求

－
申
請
を
行
う
専
門
学
問
分
野
は
国
の
重
点
専
門
学
問
分
野
、
あ
る
い
は
国
の
重
点
実
験
室
、
国
の
工
学
（
技
術
）
セ
ン
タ
ー
、
部
レ

ベ
ル
の
重
点
実
験
室
（
工
学
セ
ン
タ
ー
、
社
会
科
学
研
究
基
地
）
な
ど
。

2
．
実
施
時
期
二

O
O九
年
の
夏
期
、
普
通
は
二

1
ゴ
一
週
間
。

3

参
加
人
数
一
一

O
O
人
を
上
回
ら
な
い
。

四
、
博
士
課
程
学
生
の
囲
内
他
大
学
で
の
研
修

（
一
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概
要

大
学
院
生
を
養
成
す
る
他
機
関
の
博
士
課
程
学
生
を
自
校
の
重
点
学
問
分
野
、
重
点
実
験
室
に
受
け
入
れ
て
研
究
さ
せ
、
共
同
養
成
を
行
い
、

学
術
交
流
と
優
れ
た
資
源
の
共
有
を
推
進
し
て
、
博
士
課
程
学
生
の
教
育
の
質
を
高
め
る
。

（
二
）
資
金
援
助
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
数
お
よ
び
援
助
額

博
士
課
程
学
生
コ
一

0
0
1
四
O
O
人
に
対
し
て
出
資
し
援
助
す
る
こ
と
と
し
、
出
資
し
援
助
す
る
経
費
は
一
人
当
た
り
半
年
で
一
万
一
冗
と

す
る
。

（
三
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
要
求

1
．
受
け
入
れ
る
機
関
は
ふ
さ
わ
し
い
国
の
重
点
学
問
分
野
あ
る
い
は
国
の
重
点
実
験
室
、
国
の
工
学
（
技
術
）
セ
ン
タ
ー
、
部
レ
ベ
ル

の
重
点
実
験
室
（
工
学
セ
ン
タ
ー
、
社
会
科
学
研
究
基
地
）
な
ど
。

2
．
訪
問
期
間
二
二
か
月
1
半
年
。
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五
、
青
年
指
導
教
員
の
研
修
ク
ラ
ス

（
一
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
簡
単
な
紹
介

専
門
学
問
分
野
別
に
何
人
か
の
若
い
博
士
課
程
の
指
導
教
員
を
選
抜
し
、
国
内
外
の
名
門
大
学
の
著
名
学
者
や
優
秀
な
指
導
教
員
、
学
生

管
理
の
専
門
家
を
招
聴
し
て
、
専
門
学
問
分
野
の
発
展
動
向
を
紹
介
し
て
も
ら
い
、
学
問
の
法
則
に
つ
い
て
解
説
し
て
も
ら
い
、
大
学
院

教
育
の
経
験
を
交
流
し
あ
う
と
と
も
に
、
大
学
院
教
育
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
授
業
、
研
究
、
論
文
な
ど
に
つ
い
て
、
青
年
指
導
教
員
間
の

交
流
、
探
究
、
検
討
を
組
織
し
て
、
青
年
指
導
教
員
の
教
育
お
よ
び
研
究
の
レ
ベ
ル
を
向
上
さ
せ
る
。

（
二
）
資
金
援
助
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
数
お
よ
び
援
助
額

一一一

1
四
期
に
わ
た
っ
て
出
資
し
援
助
す
る
こ
と
と
し
、
毎
期
二

O
万
元
前
後
の
資
金
を
出
資
し
援
助
す
る
。

（
二
一
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
要
求

1
．
関
係
の
大
学
院
生
教
育
機
関
に
委
託
し
、
二
級
学
問
分
野
毎
に
受
け
入
れ
る
。

2
．
実
施
時
期
一
二

O
O九
年
七
月
1
一
O
月
の
五

1
七
日
間
。

3
．
参
加
人
数
一
五
O
人
を
上
回
ら
な
い
。

89一

六
、
大
学
院
教
育
管
理
幹
部
の
研
修
ク
ラ
ス

（
ご
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概
要

学
位
お
よ
び
大
学
院
生
の
管
理
活
動
に
従
事
す
る
副
処
長
レ
ベ
ル
以
上
の
中
堅
幹
部
を
選
抜
し
て
、
国
内
外
の
重
点
大
学
の
管
理
経
験
豊

富
な
専
門
家
、
学
者
、
教
育
行
政
部
門
で
関
連
政
策
の
策
定
に
従
事
し
て
い
る
人
員
お
よ
び
高
等
教
育
研
究
を
行
っ
て
い
る
学
者
な
ど
を

主
任
講
師
と
し
て
招
聴
し
、
当
該
業
務
に
関
す
る
考
え
方
を
更
新
し
、
視
野
を
広
げ
、
思
考
の
筋
道
を
拡
大
し
、
方
法
を
刷
新
す
る
と
と

も
に
、
大
学
院
生
の
教
育
、
人
員
の
充
実
、
学
術
面
の
道
徳
や
学
風
の
充
実
、
大
学
院
生
の
政
治
思
想
教
育
な
ど
関
心
の
高
い
問
題
に
関

し
て
、
管
理
運
営
幹
部
を
組
織
し
て
検
討
し
、
交
流
を
通
じ
て
管
理
運
営
幹
部
の
管
理
水
準
を
向
上
さ
せ
る
。

（
二
）
資
金
援
助
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
数
お
よ
び
援
助
額

三
期
に
わ
た
っ
て
出
資
し
援
助
す
る
こ
と
と
し
、
毎
期
二

O
万
一
冗
前
後
の
資
金
を
出
資
し
援
助
す
る
。

（
三
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
要
求



1
．
関
係
の
大
学
院
生
養
成
機
関
に
委
託
し
、
申
請
に
基
づ
き
指
定
す
る

0

2
．
実
施
時
期
一
二

O
O九
年
七
月
1
一
O
月
の
五

1
七
日
間
。

3
．
参
加
人
数
五

O
人
を
上
回
ら
な
い
。

七
、
大
学
院
教
育
管
理
幹
部
に
よ
る
他
大
学
へ
の
訪
問
研
修

（
一
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概
要

大
学
院
を
設
置
し
て
い
る
大
学
に
委
託
し
、
他
の
地
方
の
大
学
で
大
学
院
生
教
育
の
管
理
を
担
当
し
て
い
る
幹
部
を
当
該
校
の
大
学
院
に

受
け
入
れ
て
も
ら
い
、
大
学
院
教
育
の
管
理
に
関
す
る
経
験
と
方
法
を
学
習
し
交
流
し
て
、
管
理
水
準
を
高
め
、
大
学
問
で
の
管
理
幹
部

の
交
流
と
協
力
を
強
化
す
る
。

（
二
）
資
金
援
助
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
数
お
よ
び
援
助
額

管
理
幹
部
五

O
人
前
後
に
出
資
し
援
助
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
お
り
、
援
助
経
費
は
一
人
当
た
り
一
学
期
一
万
元
。

（
三
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
要
求

1
．
大
学
院
を
置
く
す
べ
て
の
大
学
か
ら
各
大
学
一
人
を
受
け
入
れ
る
も
の
と
し
、
申
請
の
必
要
は
な
い

0

2
．
訪
問
・
交
流
の
時
期
一
一
般
に
一
学
期
間
と
す
る
。
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八
、
学
位
お
よ
び
大
学
院
教
育
の
理
論
研
究
と
探
求

（
一
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概
要

中
国
学
位
・
大
学
院
教
育
学
会
に
委
託
し
、
学
位
お
よ
び
大
学
院
教
育
に
関
連
し
た
理
論
研
究
と
探
求
を
行
う
も
の
と
し
、
内
容
は
大
学

院
教
育
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
改
革
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
体
系
の
デ
ザ
イ
ン
、
学
位
授
与
基
準
の
制
定
、
教
育
プ
ラ
ン
の
修
正
、
大
学
院
教
育
の
国

際
比
較
な
ど
各
方
面
に
わ
た
る
も
の
と
す
る
。

具
体
的
な
事
柄
は
中
国
学
位
・
大
学
院
教
育
学
会
か
ら
別
途
通
知
す
る
。

（
二
）
出
資
・
援
助
額

出
資
し
援
助
す
る
経
費
は
一

O
O万
元
を
予
定
す
る
。



九
、
地
方
の
大
学
院
教
育
の
刷
新
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
二
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概
要

地
十
刀
の
学
佼
お
よ
び
大
学
院
教
育
の
主
管
行
政
部
門
に
出
資
し
援
助
し
て
、
地
域
内
の
優
れ
た
大
学
院
教
育
の
資
源
を
拠
り
所
と
し
て
、

地
区
内
あ
る
い
は
地
区
間
大
学
院
教
育
の
刷
新
計
画
を
展
開
す
る
。

（
二
）
出
資
援
助
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
数
お
よ
び
出
資
援
助
額

三
一
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
省
レ
ベ
ル
の
行
政
区
域
を
範
囲
と
し
て
申
請
を
行
う
）
に
出
資
し
援
助
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
お
り
、
各
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
経
費
は
そ
れ
ぞ
れ
一

0
1
五
O
万
一
万
と
す
る
。

（
三
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
要
求

省
レ
ベ
ル
の
学
位
お
よ
び
大
学
院
教
育
の
主
管
行
政
部
門
か
ら
申
請
す
る
。
申
請
時
に
は
当
該
地
区
の
す
で
に
実
施
し
て
い
る
大
学
院
教

育
の
刷
新
計
画
の
情
況
の
報
告
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同
報
告
に
は
、
経
費
の
投
入
、
実
施
内
容
、
実
施
の
効
果
な
ど
を
盛
り

込
み
、
同
時
に
弁
該
地
区
の
大
学
院
教
育
の
い
っ
そ
う
の
刷
新
計
画
を
実
施
す
る
具
体
的
な
政
策
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

十
．
西
部
地
医
の
大
学
院
教
育
の
刷
新
拠
点

（
ニ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概
要

西
部
の
大
学
院
教
育
の
実
情
を
め
ぐ
っ
て
、
優
れ
た
教
育
資
源
の
共
用
を
促
進
し
、
省
問
、
大
学
問
で
の
単
位
互
換
、
指
導
教
員
の
相
互

招
聴
、
共
同
で
の
授
業
開
講
、
共
同
主
催
の
地
域
夏
期
学
校
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
大
学
訪
問
な
ど
、
当
該
地
域
内
で
の
大
学
院
教
育
の
刷
新

活
動
に
模
範
を
一
不
し
、
牽
引
す
る
。

（
二
）
出
資
援
助
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
数
お
よ
び
出
資
援
助
額

西
北
地
一
以
勺
南
両
地
区
の
二
つ
の
西
部
大
学
院
教
育
刷
新
拠
点
に
出
資
し
援
助
す
る
こ
と
を
予
定
す
る
。
西
部
拠
点
に
対
す
る
経
費
の
出

資
援
助
に
つ
い
て
は
、
地
方
政
府
が
マ
ッ
チ
ン
グ
・
フ
ァ
ン
ド
を
準
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
三
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
要
求

関
係
部
門
に
受
け
入
れ
を
委
託
し
、
申
請
者
を
指
定
す
る
。
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十
一
、
そ
の
他
の
大
学
院
教
育
革
新
計
画

（
ご
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概
要

そ
の
他
と
は
大
学
院
の
教
材
充
実
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
充
実
、
養
成
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
改
革
、
養
成
様
式
の
改
革
と
大
学
院
生
の
実
習
基
地

の
建
設
、
生
産
・
大
学
・
研
究
を
結
び
つ
け
る
基
地
の
建
設
、
学
際
的
学
問
分
野
の
拠
点
建
設
、
連
合
養
成
大
学
院
の
基
地
な
ど
の
内
容

を
含
む
。

（
二
）
出
資
・
援
助
の
額

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
毎
に
五
1
一
O
万
一
克
の
経
費
を
出
資
し
援
助
す
る
。

（
三
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
要
求

申
請
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
大
学
院
教
育
の
質
の
向
上
と
密
接
に
結
び
つ
け
て
、
強
力
な
モ
デ
ル
と
典
型
と
な
る
よ
う
に
す
る
。
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